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序     文 
 

インドネシア共和国の母子保健に係る状況は、近隣するASEAN諸国と比較して深刻な状況で

あり、JICAは母子保健を保健医療分野におけるひとつの重点分野として協力を行ってきた。

1998年より、母子保健改善の手段として母子手帳を活用し、母子手帳を通じた妊婦と母親への保

健教育と保健医療記録をもつことによる、健康意識の向上と行動変革につながる活動を展開した。

結果として、2003年には妊産婦総数に対する母子手帳の充足率は全国で48％に達し、更に2004年
に母子手帳に係る保健大臣令の発布や、2006年の保健省に特別予算措置（Deconcentration Fund）
や地方政府による独自予算確保により、同充足率は62.4％に達する見込みであるなど、母子手帳

の「量的」な拡大は順調に進捗してきている。 
一方で、「質的」側面からみると、印刷・配布された母子手帳の妊産婦や保健医療従事者によ

る効果的な利用をより一層進める必要があり、また、「量的」側面についても、保健省の特別予

算措置は5年後には終了する見込みであることから、母子手帳の安定的な供給・配布を確保する

ためには、地方分権体制下で保健サービス提供の責任を担う地方政府による母子手帳の供給・配

布の促進、母子手帳の裾野が重要な課題となっている。 
以上のような現在までの協力の経緯と成果を踏まえ、インドネシアにおいて、母子手帳を活

用した母子保健サービスが量的・質的に向上し、自立的に発展するための「制度構築」について、

インドネシア共和国政府より協力の要請がなされた。 
このたび、プロジェクト開始から1年を経たところで、中間時点におけるプロジェクト実施の

現状分析、実績確認とプロジェクトの運営指導並びに今後の計画の見直しを目的として、2007年
11月25日から12月19日まで運営指導調査団を現地に派遣した。 

本報告書は、同調査団の調査・協議結果と、その後実施された実施協議の結果を取りまとめ

たもので、今後のプロジェクトの進展に広く活用されることを望むものである。 
ここに、本調査にご協力いただいた内外関係者のかたがたに深い謝意を表するとともに、引

き続き一層のご支援をお願いする次第である。 
 
平成21年2月 

 

独立行政法人国際協力機構 
インドネシア事務所長 坂本 隆 
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第１章 運営指導調査の概要 
 
１－１ プロジェクトの背景 

インドネシア共和国（以下、「インドネシア」と記す）の保健医療の全般的な水準は過去30年
間にかなり改善してきており、母子保健についても同様のことがいえる。例えば、乳児死亡率

（Infant Mortality Rate：IMR）をみると、1967年は出生1,000人に対し死亡数145人から2003年の

35人と年々改善されてきている。妊産婦死亡率（Maternal Mortality Rate：MMR）についても、

改善してきているが、対出生10万件で2001年は307人であり、両率ともに他ASEAN諸国の状況と

比すると状況の深刻さが歴然としている。このようなMMRの高さは、地域での妊産婦の危険な

兆候に対する｢発見の遅れ｣、地域から保健医療施設への｢搬送の遅れ｣、保健医療施設における

「適切な処置､治療の遅れ」の3つの遅れや、妊娠出産に係る基礎的な知識が母親（及び家族）に

不足していることがあげられる。 
上記のような母子保健に係る深刻な状況に対し、JICAは母子保健を保健医療分野におけるひ

とつの重点分野として協力を行ってきた。具体的には、『家族計画・母子保健プロジェクト』

（1989～1994年）でインドネシア版母子手帳（Maternal and Child Health Handbook：MCH HB）

の開発と試行を、『母と子の健康手帳プロジェクト』（1998～2003年）で母子保健改善の手段とし

てMCH HBの活用、健康意識の向上と行動変革につながる活動を展開し、プロジェクト対象州を

はじめ多くの地域への普及に貢献した。その結果、2004年にMCH HBに係る保健省（Ministry of 
Health：MOH）大臣令の発布や、2006年のMOHに特別予算措置や地方政府による独自予算確保

により、2006年の新規妊婦に対する供給率（予定）は62.4％に達しMCH HBの「量的」な拡大は

順調に進捗してきている。 
一方で、「質的」側面からみると、印刷・配布されたMCH HBの効果的な利用をより一層進め

る必要があり、そのために、MCH HBの活用モデル構築、既存の保健医療システム内の位置づけ、

各種の母子保健サービス統合のツールとしての活用、保健医療従事者への研修体制・内容の確立

などが課題として残っている。さらに、「量的」側面についても、地方分権体制下で保健サービ

ス提供の責任を担う地方政府によるMCH HBの供給・配布の促進、MCH HBの裾野を広げるため

に健康保険制度や出産登録制度との連携、母子保健に関係する専門家団体によるMCH HBの活用

促進、などを推進することが重要な課題となっている。 
本プロジェクトでは、MCH HBを活用した母子保健サービスが量的・質的に向上し、自立的に

発展するために、「MCH HBが母子保健サービス統合の手段として機能するとともに、MCH HB
を使った母子保健サービスを継続するためのシステムが確立する」ことを目的とした協力活動を

行うものである。 
プロジェクト開始より約1年が経過しある程度の成果が確認されていることを踏まえ、これま

での活動の現状把握と終了時評価調査の方針策定のために本運営指導調査団が派遣された。 

 
１－２ 運営指導調査の目的 

（１）プロジェクト・デザイン・マトリックス（Project Design Matrix：PDM）等に基づき、投

入実績、活動進捗、現時点での成果達成度を確認する。 
（２）プロジェクトの実施プロセスを検証し、運営上の課題を明らかにする。 
（３）参加型ワークショップを開催し、目標等の達成見込みの確認、評価指標の見直し、PDM

－1－



 

の改訂に関する調査を実施する。 
（４）上記を基に、今後のプロジェクト実施・モニタリング・評価の方向性に関しての運営指導

を行う。 

 
１－３ 調査団構成 

担 当    氏 名         所  属 
団 長 ： 花里 信彦  JICAインドネシア事務所次長（現地参団） 
母子保健： 尾﨑 敬子  すこやか親子インドネシア元チーフアドバイザー 
協力企画： 舘山丈太郎  JICAインドネシア事務所員（現地参団） 
評価分析： 長井 圭子  株式会社コーエイ総合研究所 

 
１－４ 調査日程 

日 付 曜 日 時 間 活  動 

11/25/2007 日 17：00 長井団員（評価分析）ジャカルタ着（JAL725） 
 プロジェクト日本人専門家とのミーティング 

11/26/2007 月 
13：00 

表敬及びミーティング： 
-地域保健総局長（Dr. Sri S Suparmanto, MSc. PH） 
-子ども保健局長（第1プロジェクトマネージャー）代行（Dr. Ina 
Hernawati, MPH） 
-乳児課長（Dr. Kirana） 
-5歳未満児及び就学前児童保健課長（Dr. Erna Mulati） 

 プロジェクト日本人専門家とのミーティング 
11/27/2007 火 

13：00 
子ども保健局長代行（Dr. Ina Hernawati, MPH）、子ども保健局スタッフ

（Ms.Linda）とのミーティング 

11/28/2007 水 終日 プロジェクト日本人専門家とのミーティング  

10.00 
インドネシア中央統計庁（BPS）人口統計課とのミーティング（Dr. 
Windy） 11/29/2007 木 

16.00 計画予算局課長とのミーティング（Dr. Imam Subekti） 

10.00 
欧州連合地域保健プロジェクト（SCHS）ダイレクターとのミーティン

グ 
11/30/2007 

金 
 

14.00 
インドネシア国家開発庁（BAPPENAS）表敬及びミーティング： 
-保健・栄養局長（Dr. Arum Atmawikarta） 
-地域保健課長（Dr.Hadiat、MA） 

12/01/2007 土 終日 資料整理 
12/02/2007 日 終日 資料整理 

10.30 
ヘルスファイナンス・医療保険センター会員課（Mr. Doni）とのミー

ティング 
12/03/2007 月 

14.00 
米国援助庁予防接種プロジェクト（MCC-IP）とのミーティング 
-（Dr.Stephen C.Joseph、Ms.Farah Amini、Dr.E.G.P.Haran） 
看護サービス局基礎看護サービス課とのミーティング（Ms. Suhartati – 
Plh. Ms. Maya） 

12/04/2007 火 
10.00 

看護サービス局助産課とのミーティング（Ms. Nurjasmi - Plh. Ms 
Ina/Ms. Purwaningsih） 

－2－



 

12.00 
表敬及びミーティング：インドネシア助産師協会（ IBI）事務局長

（Dr. Harni Koesno, MKM）（Ms. Mashita、Ms. Mustika、Ms. Yum） 

14.00 
表敬及びミーティング：母性保健局長プロジェクト（第2マネージャ

ー）（Dr. Sri Hermiyanti）、妊婦保健課長（Dr. Lukman） 

14.00 
健康増進センター パートナーシップ・住民参加課長（Dr. Kodrat 
Pramono）、スタッフ（Ms.Yusra）とのミーティング 

15：30 
専門的医療サービス局非教育病院における専門的医療サービス課長

（Drg. Liliana）と係長（Drg.Yussy Sulistowaty）とのミーティング 
12/05/2007 水 

17：00 
基礎医療サービス局医療施設における基礎医療サービス課係長

（Dr.Linda）とのミーティング 

10.00 
保健医療従事者に関する計画及びエンパワーメントセンター 人材研

修センター 教育及び技術・職能訓練課長とのミーティングHead of 
Center for Health Training & Education （Dra. Hasirah Bahaudin, MM） 

12/06/2007 木 

14.00 
米国援助庁プロジェクト（HSP）リーダーカウンタパート（C/P）
（Dr.ReginaldF.Gipson）及び副C/P（Ms. Laurel Mc Laren）とのミーテ

ィング 

10：00 
データ・保健医療情報センター長（Dr. Bambang Hartono, SKM, MSc）
とのミーティング 12/07/2007 金 

午後 資料整理 
12/08/2007 土 終日 資料整理 

12/09/2007 日 終日 尾﨑団員（母子保健）ジャカルタ着（JAL725） 

12/10/2007 月 
09：00 

- 
21：00 

ワーキンググループミーティング（WGM） 
・討議議事録（R/D）及びPDMの説明 
・プロジェクト各活動の進捗状況 
・2008年及び2009年度活動計画に関する議論 （予算を含む） 
・プロジェクト運営体制に関する議論 
*運営指導調査団は活動のターゲットについて担当課に達成の可能性を

尋ね、設定するターゲットを確認する。 

08：00 
- 

13：00 

PDMワークショップ 
・成果の各指標について議論する 
・プロジェクトの進捗と最終目標について議論する 
・プロジェクト期間中に実現され得る各ターゲットについて確認する 
・各ターゲット達成のための各戦略を発表する 

12/11/2007 火 

16：00 地域保健総局官房とのミーティング（Dr. Bambang Sardjono, MPH） 

12/12/2007 水 13：00 
ドイツ技術協力公社（GTZ）プロジェクト（SISKES）リプロダクティ

ブヘルスコーディネーター（Dr.Loesje M. Sompie, MSc）とのミーティ

ング 

11：00 
子ども保健局総務課長（Mr. Trisno Mulyono, SKM, MA）とのミーティ

ング 

13：00 地域保健総局官房財務課長（Ms. Wiwik Widarti）とのミーティング 12/13/2007 木 

14：00 
地域保健総局官房計画・情報課長（Dr. Kuwat Sri Hudoyo）とのミーテ

ィング 

11：15 
地域栄養局マクロ栄養課長（Dr. Minarto）及びスタッフ（Mr. Edi）と

のミーティング 12/14/2007 金 
18：00 ミニッツ（M/M）案に関する第1回会議（地域保健総局官房長） 

12/15/2007 土 終日 資料整理・報告書作成 
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12/16/2007 日 終日 資料整理・報告書作成 
 団内協議 

12/17/2007 月 
15：00 

M/M案に関する第2回会議（地域保健総局官房長・地域保健総局官房法

務課・地域保健総局官房総務課・子ども保健局5歳未満児及び就学前児

童保健課長・妊婦保健課係長） 
9：30 母親保健局長、母親保健局総務課長とのミーティング 

14：30 
M/M案に関する第3回会議（地域保健総局官房長・地域保健総局総務

課・子ども保健局長代行・5歳未満児及び就学前児童保健課長） 
16：00 計画予算局国際協力課係長（Dr.Widy）とミーティング 

12/18/2007 火 

22：10 本邦よりの調査団員ジャカルタ発（JL726） 
12/19/2007 水 08：00 本邦よりの調査団員成田着 

 

１－５ 対象プロジェクトの概要 

（１）協力期間 
2006年10月～2009年10月まで（3年間） 
 

（２）上位目標 
1．すべての保健関係施設でMCH HBを使った母子保健サービスが提供されるようになる。 
2．すべての妊婦と5歳未満児の母親が健康記録をもつ。 
 

（３）プロジェクト目標 
MCH HBが母子保健サービス統合の手段として機能するとともに、MCH HBを使った母子

保健サービスを継続するためのシステムが確立する。 
 

（４）成果・活動 
1．住民のMCH HBへのアクセス度が高まる。 

1-1 母子保健関係者にそれぞれの業務でMCH HBを活用するように、MOHの各担当部

局を通じて促進する。 
1-2 保健施設へのMCH HBの配布を増加させる。 
1-3 MCH HB改善への技術的検討を行うためにMOH内の作業部会を形成・運営する。 

 
2．関連医療従事者を対象としたMCH HBに係る研修制度が強化される。 

2-1 助産師向けのMCH HBの定期的研修を強化する。 
2-2 関係する医療従事者養成過程へMCH HBに係る紹介を導入する。 
2-3 MOHの関係部局及び他の関係プログラムが関連する医療従事者へMCH HBに係る

研修を実施することを促進する。 
2-4 民間セクター（インドネシア助産師協会）がMCH HBファシリテーターのリソー

スとなることを促進する。 
 

3．母子保健のモニタリング・報告に係る制度が強化される。 
3-1 関連するプログラムによるMCH HBのモニタリングを促進する。 
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3-2 母子保健に係る全国報告制度にMCH HBに係る項目を含むように促進する。 
 

4．MCH HBの有効利用に係るモデルが形成される。 
4-1 子どもの健康に係るMCH HBのモデル活動（育児学級コンテンツの開発を通じて

母親学級が母子保健を網羅するようにする）をMOH地域栄養局及び子ども保健局

が中心になって形成する。 
4-2 出生登録など他のプログラムがMCH HBを活用することを促進するモデルを、

MOH子ども保健局が中心となって内務省などと連携しつつ形成する。 
4-3 村落アラートプログラム（Desa Siaga）、助産師のコミュニケーション･カウンセリ

ング研修、Birth Preparednessなどと母親学級などとの統合を通じて、妊娠期及び

産褥期におけるMCH HBの活用モデルをMOH母親保健局が中心となって形成する。 
4-4 保健ボランティア（kadar）へのMCH HBの紹介をMOH保健増進促進センターが中

心となって促進する。 
4-5 病院及び私立診療所におけるMCH HBの活用をMOH医療サービス総局が中心となっ

て促進する。 
 

5．MCH HBの母子保健改善への効果に係る調査・評価の結果がMOHの政策策定・実施過

程に反映される。 
5-1 調査・評価の計画・立案を行う。 
5-2 MCH HBの母子保健改善への効果に係るインパクト調査を行う。 
5-3 モデル活動の評価を行う。 
5-4 調査・評価結果を全国年次報告会議にフィードバックする。 
5-5 実証的アプローチに基づくMCH HBの改訂を支援する。 
5-6 プロジェクトの経験と成果を関係者に普及する。 

 
6．第三国研修（Third Country Training Program：TCTP）及び現地国内研修を通じて、

MOHと地方政府の、MCH HBを使用した母子保健改善の経験を効果的に共有する制

度･能力が強化される。 
6-1 MCH HBに係る中央レビュー会議を開催する。 
6-2 TCTP及び現地国内研修を実施する。  

 
（５）対象サイト 

ジャカルタ、西スマトラ州、西カリマンタン州、西ジャワ州、東ジャワ州、西ヌサトゥ

ンガラ（NTB）州 
 
１－６ 主要面談者リスト 

（１）インドネシア関係者 

氏 名 所 属 

Dr. Sri S Suparmanto, MSc. PH MOH地域保健総局長 
Dr. Bambang Sardjono, MPH MOH地域保健総局官房長 
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Ms. Wiwik Widarti MOH地域保健総局官房財務課長 

Dr. Kuwat Sri Hudoyo MOH地域保健総局官房計画・情報課長 

Dr. Ina Hernawati, MPH MOH地域保健総局子ども保健局長代行 

Dr. Erna Mulati MOH地域保健総局子ども保健局5歳未満児及び就学前児童

保健課長 

Dr. Kirana MOH地域保健総局子ども保健局乳児課長 

Mr. Trisno Mulyono, SKM, MA MOH地域保健総局子ども保健局総務課長 

Dr. Sri Hermiyanti MOH地域保健総局母性保健局長 

Dr. Lukman MOH地域保健総局母性保健局妊婦保健課長 

Dr. Sri Hermiyanti MOH地域保健総局母性保健局総務課長 

Dr. Minarto MOH地域保健総局地域栄養局マクロ栄養課長 

Dr. Imam Subekti, MPS, MPH MOH大臣官房計画予算局国際協力課長 

Dr. Widy MOH大臣官房計画予算局国際協力課係長 

Ms. Maya MOH医療サービス総局看護サービス局基礎看護サービス

課 

Ms. Ina MOH医療サービス総局看護サービス局助産課 

Ms. Purwaningsih 同 上 

Drg. Liliana MOH医療サービス総局専門的医療サービス局非教育病院

における専門的医療サービス課長 

Drg. Yussy Sulistowaty MOH医療サービス総局専門的医療サービス局非教育病院

における専門的医療サービス課係長 

Dr. Linda MOH医療サービス総局基礎医療サービス局医療施設にお

ける基礎医療サービス課係長 

Dr. Kodrat Pramono MOH健康増進センター パートナーシップ・住民参加課

長 

Mr. Doni MOHヘルスファイナンス・医療保険センター会員課 

Dra. Hasirah Bahaudin, MM 保健医療従事者に関する計画及びエンパワーメントセン

ター 人材研修センター 教育及び技術・職能訓練課長 

Dr. Bambang Hartono, SKM, MSc MOHデータ・保健医療情報センター長 

Dra. Harni Koesno, MKM IBI事務局長 

Dr. Arum Atmawikarta BAPPENAS保健・栄養局長 

Dr. Hadiat、MA BAPPENAS保健・栄養局地域保健課長 

Dr. Windy BPS人口統計課 
 
（２）ドナー関係者 

氏 名 所 属 

Dr. Stephen C.Joseph MCC-IP 

Ms. Farah Amini 同 上 

Dr. E.G.P.Haran 同 上 

Dr. ReginaldF.Gipson HSPリーダー 

Ms. Laurel Mc Laren HSPサブ･リーダー 
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Dr. Loesje M. Sompie, MSc GTZプロジェクト（SISKES）リプロダクティブヘルスコ

ーディネーター 
 
（３）日本関係者 

氏 名 所 属 

八鳥 知子 MCH HBによる母子保健サービス向上プロジェクト（チー

フアドバイザー） 
川喜田 英博 同（業務調整） 

戸田 明美 同（母子保健アドバイザー） 
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第２章 調査の方法 
 
２－１ 運営指導調査の方法 

本運営指導調査は、以下の手順に基づき実施された。 
（１）『JICA事業評価ガイドライン（2004年1月：改訂版）』の評価5項目（「妥当性」「有効性」

「効率性」「インパクト」「自立発展性」）に基づき、関連資料調査及びインタビュー調査を

行い、情報を収集する。なお、評価5項目の各項目の定義は以下の表２－１のとおりである。 
（２）いくつかのデータ収集方法を通じ入手した情報を基に、プロジェクトの現状を実績・実施

プロセス・因果関係の観点から把握・検証する。 
（３）参加型ワークショップを開催し、プロジェクト目標達成の実現性の評価、プロジェクト・

デザイン・マトリックス（PDM）の指標の見直し、PDMの改訂を行う。 
（４）上記（１）～（３）による調査結果、PDMの改訂、プロジェクトの残りの実施期間の活

動に対しての提言に関し、インドネシア側関係者と協議する。 
 
 本運営指導調査は中間評価調査ではないことから、評価5項目についてはデータ収集・分析に

必要な範囲で適用された。評価5項目に基づいた包括的な評価調査は2009年4月に予定されている

終了時評価で行われる。 
 

表２－１ 評価5項目の定義 

評価五項目 JICA事業評価ガイドラインによる定義 

妥当性 

 

プロジェクトのめざしている効果（プロジェクト目標や上位目標）が受益

者のニーズに合致しているか、問題や課題の解決策として適切か、相手国

と日本側の政策との整合性はあるか、プロジェクトの戦略・アプローチは

妥当か、公的資金であるODAで実施する必要があるかなどといった「援助

プロジェクトの正当性・必要性」を問う視点。 

有効性 プロジェクトの実施により、本当に受益者若しくは社会への便益がもたら

されているのか（あるいはもたらされるのか）を問う視点。 

効率性 主にプロジェクトのコスト及び効果の関係に着目し、資源が有効に活用さ

れているか（あるいはされるか）を問う視点。 

インパクト プロジェクトが実施によりもたらされる、より長期的、間接的効果や波及

効果を見る視点。この際、予期しなかった正・負の効果・影響も含む。 

自立発展性 援助が終了しても、プロジェクトで発言した効果が持続しているか（ある

いは持続の見込みはあるか）を問う視点。 
出所：プロジェクト評価の手引き（JICA事業評価ガイドライン）、2004年2月。 

 
本運営指導調査では、上記5項目に沿って、評価グリッド（付属資料２）を作成した。成果の

判断材料については、プロジェクト・チームより提案のあった指標案への改訂の可能性について

模索するため、同提案をできる限り採用し、調査においてできる限り進捗及び入手手段について

の情報を収集した。 
関連資料及び個別インタビューにより得られたプロジェクトの進捗及び指標案の妥当性に関
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する情報に基づき、大まかなPDMの改訂の方向性を起案し、以下の要領で実施したワークショ

ップにおいて関係者による合意を形成した。 

 
日 時 ：12月10日10時～11日14時まで 
場 所 ：ジャカルタ市内（アカシアホテル） 
参加者 ：計43名（付属資料４参照） 
開催概要：第3回ワーキンググループミーティング（WGM）の一部として開催。 

プログラムについては付属資料４参照 
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第３章 運営指導調査の結果 
 

運営指導調査の結果は、以下のとおりである。評価グリッドに沿った各項目の詳細な調査結

果については付属資料３、ワークショップにおけるグループワークの結果については付属資料５

を、それぞれ参照されたい。調査団は、本調査の過程において、現行プロジェクトの実施状況に

鑑み、プロジェクト・デザイン・マトリックス（PDM）の内容を改訂する必要性を認識した。

終了時評価調査に向けて、当初PDMにおいて暫定的に設定されていた成果指標についても適切

な評価が行われるように、現状に合わせた形で再設定を行った。 
なお、本調査結果については、ミニッツ（Minutes of Meetings：M/M）としてインドネシア側

に説明し、双方合意のうえ、署名を行うことを予定していたが、本調査期間中に合意することが

できなかった。調査結果のインドネシア側への説明、M/M内容の修正、M/Mへの署名について

は、インドネシア事務所が協議し、2009年１月24日に双方合意のうえ署名に至った。 
 

３－１ プロジェクトの進捗について 

プロジェクトの実施及び進捗状況を確認した結果、PDM1を改訂する必要があると判断された。

特に、指標については、最終評価に際しプロジェクト目標及び成果の達成状況に関し、より具体

的な判断を可能にするために、現状に沿った形にするべきであると考えられた。 
日本・インドネシア双方の関係者との議論を重ねた結果、PDM1は以下の方針によって改訂さ

れた。改訂前のPDM1及び改訂後のPDM2については、それぞれ付属資料6及び付属資料7を参照

のこと。 
･ プロジェクト概要については変更なし。 
･ プロジェクト目標及び成果の指標は、以下の視点によって改訂された。 

‑ 実際のプロジェクト及び活動の進捗状況及び現状に即していること。 
‑ プロジェクト終了時までにめざすべき達成地点を明確にすること。 
‑ 具体的な情報やデータに基づいて達成状況が判断できること。 
‑ 判断のための情報やデータに確実にアクセスできること。 

･ プロジェクト目標及び成果の判断材料は、プロジェクトの活動あるいは保健省（MOH）

における通常の活動からなるべく確実に得られる可能性が高いものに改訂した。 
･ 母子手帳（MCH HB）の供給率を得るための、プロジェクト・チームによる情報収集活動

を追加した（この活動は実際には当初より行われている）。 
･ プロジェクト目標達成のための外部要因のうち、「関係機関がプロジェクトを各自のプロ

グラムに統合する」という要因は、実際には成果のひとつが達成されたときの状況であ

ると判断されたため、削除した。 
 

これにより、プロジェクト目標の指標は以下のように改訂された。 
 
【プロジェクト目標】 
プロジェクト終了時までに、MCH HBが母子保健サービス統合の手段として機能し、MCH 
HBを使った母子保健サービスを継続するためのシステムが確立する。 
改訂前
PDM1 

1. MOH、その関連機関、及び地方政府がMCH HBの継続的な供給のための予
算、配布システム、モニタリングシステムを確立し、運営する。 
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2. MOHがMCH HBの有効利用に係るモデルを政策に反映する。 
3. 関連するモニタリング・報告に係るデータがMOHによって収集・取りまと

められる。  
改訂後
PDM2 

1. 2009年9月までに、妊婦の80％がMCH HBを利用した産前健診を受ける。 
2. MOHがMCH HBの有効利用に係るモデルを政策に反映する。 

 
上記改訂では、プロジェクト目標が達成されたときの状況を具体的に表現する指標を採用し

た。プロジェクト目標が達成されれば、MCH HBは母子保健サービスの主要な場面において活用

されることとなる。また、開発されたモデルを活用した、MCH HBの利用の質を向上するための

政策が導入されていることになる。 
進捗及び活動状況を確認した結果、MCH HBは母子保健サービスのなかに広く深く取り込まれ

つつあると考えられる。MCH HBの供給源及び利用できる施設の種類は多様化しつつあり、助産

師のみならず看護師、ボランティア、医師もMCH HBを活用できるようにするための活動が進行

中である。MCH HBの活用モデルに関しては、中央の関連各部局において政策への取り込み、全

国展開への興味を示す声も聞かれた。これらの現状を鑑みると、プロジェクト終了時までに、い

くつかのモデルはMOHの政策に反映され、母子保健に係るどの施設に行っても、MCH HBを持

った母親はそれに基づいたサービスを受けられる体制は整うと考えられる。 
 

３－１－１ 投入状況 
（１）インドネシア側 

インドネシア側（MOH並びにモデルサイトがある各州政府）からの投入は、PDM記載

事項に比して、限定的に行われている。人事面については、プロジェクトディレクター

（2007年12月1日付退職）及び第1プロジェクトマネージャー（2007年5月4日付転出）は

空席となっている。予算面については、プロジェクトによるMOH関係部局への働きかけ

の結果、地域保健総局子ども保健局以外の部局においても、プロジェクト活動に係る予

算を自部門の事業のなかに取り入れる準備ができてきている。しかし、インドネシア側

と日本側のコストシェアに関する見解の不一致があり、日本・インドネシア双方とも

「MCH HB」と名のつく活動に関する予算（特にプロジェクトマネージメントに関する会

議に必要な予算）が十分でないと認識している。 
 

（２）日本側 
日本側からの投入は PDM に基づき順調に行われている。カウンターパート

（Counterpart：C/P）研修については、討議議事録（Record of Discussions：R/D）」で想定

していた以上の人数を受け入れている。これは、研修の各回のテーマに関連する関係者

が多岐にわたるため、各回の研修目標（プロジェクトにとっての目標）を達成するため

には、多数のC/Pに日本で研修を受けてもらうことが不可欠であったためである。 
また、本プロジェクトではローカルコンサルタントと通年で契約しており、彼らに業

務の一部を委託している。ローカルコンサルタントの投入状況については以下のとおり。 
① プログラム間・セクター間連携推進及び国際研修支援 

・ 勤務形態：非常勤 
・ 契約単価（月額）： 1,500USドル（2006年度契約額） 
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・ MOHの局長経験者と委託契約を行っており、通常のプロジェクト運営並びに第三国

研修（TCTP）の立上げ準備、実施等に関しては、MOH内の人脈と同氏自身が維持し

ている信頼関係を活用して、MOH内の調整を推進。 
② リプロダクティブヘルス及び病院サービス連携推進 

・ 勤務形態：常勤 
・ 契約単価（月額）：1,900万ルピア（2007年度契約額。約22万3,000円） 
・ MCH HBの有効活用に係るモデル活動に関して、できあがった教材の活用方法の検証、

及び保健医療従事者向け研修教材の作成について、自立的に業務を実施。インドネ

シア人の専門医であるだけでなく、リプロダクティブヘルスにおける臨床技能訓練

に関する資格を有していることから、高い技術力、現地事情に対する理解、専門家

団体からの情報収集力、専門家団体に対する影響力をもっており、日本人専門家に

対するコストメリットだけでない、比較優位性をもっている。 
 

３－１－２ 活動の進捗状況 
おおむね、各活動は計画どおりに実施されており、大幅な遅滞などはみられなかった。各

活動の進捗を以下にまとめる。 
 

（１）成果1：住民によるMCH HBへのアクセスが高まる。 
関係機関及びMOHのプログラムにおけるMCH HB及び関連項目の採用、導入はおおむ

ね順調に促進されつつある。貧困者向けの健康保険プログラムについては、同プログラ

ム自体が試行錯誤段階にあり、毎年のように実施方法が改訂されている状況であった。

このため、同プログラムへの関連項目の導入及び同プログラムにおける貧困層へのMCH 
HBの供給に関しては、状況を鑑みながら慎重に行っていく必要があると考えられる。公

立1次医療施設以外におけるMCH HBの配布、利用に関しては、日本・インドネシア双方

が積極的な努力を続けている。 
MOH内のワーキンググループについては、これまで3回開催されており、一応は必要に

応じて開催されている模様であったが、関係者が多岐にわたるため調整が容易ではなく、

必要な関係者の出席が得られなかったり、主要メンバーの繁忙期には開催されないこと

があったりするなど、必ずしも円滑かつ緊密に運営されているとは言いがたい状況もあ

ったと考えられる。これを補うためにコア・チーム・ミーティングが開催され、関係者

間の情報共有、意思疎通が比較的円滑となることもあるが、状況は関係者の業務負担状

況などに左右され、積極的な活動が安定して維持されていると判断することはできなか

った。 
 

（２）成果2：関連医療従事者を対象とした母子保健に係る研修制度が強化される。 
助産師の教育課程へのMCH HB関連項目の導入及び医学部、看護学部への紹介について

実施されている。現任研修に関しては、関連プログラムの研修モジュールやサービス・

マニュアルなどへの導入が進む一方、地方でのトレーナーの育成が進んでいる。対処方

針会議において遅滞の原因を把握するとされた病院及び民間クリニックに対するMCH HB
の利用に関しては、関係者からの聞き取りを進めたところ、各施設へのMCH HBの利用に
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関する紹介が進んでいることが確認された。加えて、病院及び民間クリニック等でサー

ビスを提供している助産師をインターフェースとして利用を促進する活動も実施されて

おり、特に目立った遅滞は認められなかった。 
 

（３）成果3：MCH HBに係るモニタリング・報告に係る制度が強化される。 
既存の様々なモニタリング及び報告制度への取り込みに関する検討や関係者との協議

が行われている。本調査期間中に開催されたワークショップにおいて、今後データ情報

センター、母性保健局、子ども保健局を中心として更に実質的な協議を重ねていくこと

が提案された。 
 

（４）成果4：MCH HBの有効利用に係るモデルが形成される。 
母親学級向けに開発されている子どもの健康のためのMCH HB活用モデルについては、

ドラフトが完成し、西スマトラ州において試行段階にある。出生登録などへのMCH HBの

活用モデルについては、東ジャワ州ルマジャン県において、地方行政の関連局との覚書

が締結され、住民らへの周知を経てまもなく試行が開始される。西ヌサトゥンガラ

（NTB）州では、妊娠中及び産褥期におけるMCH HB活用モデルのドラフトが完成し、試

行段階にある。病院及び民間クリニックでのMCH HB活用モデルに関しては、当初省内に

おいて見解の相違があり、若干遅れ気味となった部分はあったが、現在東ジャワ州にお

いて試行段階にある。 
 

（５）成果5：MCH HBの母子保健改善への効果に係る調査・評価の結果がMOHの政策策定・

実施過程に反映される。 
MCH HBの母子保健改善に対する効果に関する調査のベースラインが完了し、現在報告

書を取りまとめ中である。モデル活動の評価については、ツール開発中である。 
 

（６）成果6：TCTP及び現地国内研修を通じて、MOHと地方政府のMCH HBを使用した母子

保健改善の経験を効果的に共有する制度・能力が強化される。 
第1回TCTP及び国内研修が2007年6月に実施された。MCH HBに関する中央レビュー会

議については、2007年度は、旅費・会議費大幅削減によって実施されなかった。 
 
３－２ プロジェクトの達成状況について 

プロジェクト目標及び各活動の達成状況を下表に示す。なお、達成状況の記述は、改訂前の

PDM1の指標に沿っている。 
 

プロジェクト目標／成果 達成状況 
プロジェクト目標 
プロジェクト終了時までに、MCH 
HBが母子保健サービス統合の手段

として機能し、MCH HBを使った母

子保健サービスを継続するためのシ

ステムが確立する。 

- MCH HBの年間新規妊婦に対する供給率は2005年の

24％から2006年には54％と確認され、2007年度は

60％の予定と推計されている。 
- 子どもの健康のための活用モデル及び妊娠中・出産

後における活用モデルについては、MOHのプログラ

ムに統合される可能性が出てきている。 

－13－



 

プロジェクト目標／成果 達成状況 
成果1 
住民によるMCH HBへのアクセスが

高まる。 

1-1 民間クリニック  （No.666/Menkes/ SK/VI/ 2007）
及び標準助産ケア  （No.938/Menkes/ SK/VIII/ 2007）
に関する大臣令において、MCH HBの利用及び関連項

目について記載された。2007年度はMOHの貧困者のた

めの予算によって、3万冊のMCH HB印刷が決定され

た。 
1-2 配布率に係るデータを全国レベルで収集すること

は、現時点では困難と目されている。 
1-3 ワーキンググループ及びサブ・ワーキンググルー

プは必要に応じて開催されているが、その頻度及び出

席者は関係者の業務の状況によって左右されている。 
成果2 
関連医療従事者を対象とした母子保

健に係る研修制度が強化される。 

2-1 MCH HBは2つの標準サービス・マニュアルと2つの

トレーニングモジュールに導入された。プロジェクト

で開発された研修モジュール及びTOTによって、48人
がMCH HBのファシリテーターあるいはトレーナーに

なるための研修を受け、候補者となっている（ファシ

リテーター35人、トレーナー９人、アドバンスド・ト

レーナー4人）。 
2-2 MCH HBに関するトレーニングを提供している医療

施設の数に関しては、信頼性の高い情報・データが得

られていない。 
成果 3 
MCH HBに係るモニタリング・報告

に係る制度が強化される。 

Health Research Instituteが2007年に実施した「基礎保健

調査」において、MCH HBの所持を質問する項目が含

まれた。同調査は今後3年に1度実施される見込みであ

る。ほかにも、定期的に実施されているモニタリング

や情報収集制度のいくつかにおいて、MCH HBに関す

る項目を導入する可能性がみえてきつつある。 
成果 4 
MCH HBの有効利用に係るモデルが

形成される。 

4-1 子どもの健康、妊娠中・出産後、保健ボランティ

ア及び病院・民間クリニックのためのMCH HB活用モ

デルは、おおむねドラフトが完成した。 
4-2 出生登録のための活用モデルについては、ドラフ

トが完成し、試行に関する地方行政の関係者の協力が

得られている。 
成果 5 
MCH HBの母子保健改善への効果に

係る調査・評価の結果がMOHの政

策策定・実施過程に反映される。 

5-1 MCH HBの母子保健改善への効果に関するベースラ

イン調査が完了した。  
5-2 本プロジェクトで実施しているその他の調査結果

等については、プロジェクトの広報活動や関係者への

紹介などで積極的に活用されている。 
成果 6 
TCTP及び現地国内研修を通じて、

MOHと地方政府のMCH HBを使用

2007年6月に開催されたTCTP及び国内研修において蓄

積された経験などが研修参加者とシェアされた。参加

者の63％が研修を「よかった」、24％が「大変よかっ
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プロジェクト目標／成果 達成状況 
した母子保健改善の経験を効果的に

共有する制度・能力が強化される。 
た」と評価した。 

 
３－３ 実施プロセスについて 

本調査団はPDM上の各活動は計画どおりに進捗しており、成果の達成の見込みも高いことを

確認した。しかしながら、本調査団は本プロジェクトの実施プロセスにおいて、以下に記述する

プロジェクト目標の達成を阻害しかねない問題がいくつかあることを確認した。なお、これらの

問題のうちいくつかは、プロジェクト活動がMOH内の多数の部局を跨るという本プロジェクト

の性質上、やむをえないものもある。 
 
（１）プロジェクトディレクター（地域保健総局長）及び第1プロジェクトマネージャー（地域

保健総局子ども保健局長）が空席であるため、プロジェクトの意思決定に関し、日本人専門

家及びインドネシア側C/Pが困難に直面している。プロジェクト協力期間内にプロジェクト

目標を達成するためには、プロジェクトディレクターがプロジェクトに強くコミットし、強

いリーダシップを発揮すること、及び日本人専門家（チーフアドバイザー）がプロジェクト

ディレクター、プロジェクトマネージャーと頻繁に協議できることが不可欠である。 
（２）実態上は、子ども保健局5歳未満児及び就学前児童保健課がプロジェクトの事務局機能を

担っているが、通常業務に加え、プロジェクト業務の負荷が大きく、同課職員の業務負荷が

限界まで来ているようである。本調査期間中にも、日本人専門家が頻繁に連絡を取れない、

関係者への文書発出や会議の設定に係る遅延等を目の当たりにしている。 
（３）プロジェクト関係者への情報共有に関し、月次報告すらされていない。本調査期間中に、

JICAインドネシア事務所は半期報告を子ども保健局長代行から受領しているが、同報告の

送付状は子ども保健局長代行から地域保健総局長への報告という形をとっており、写し配布

でJICAインドネシア事務所のみが記載されていた。つまり、第2プロジェクトマネージャー

である地域保健総局母親保健局長を含む他のステアリング・コミッティーのメンバーにも配

られていないということである。さらに、日本人専門家との連名にもなっていないことにつ

いては懸念が残る。 
（４）2006年6月に実施されたTCTPについては、子ども保健局に相当な業務負荷がかかった。他

方で、MOHがもつ研修プログラムの実施機関である保健医療従事者に関する計画及びエン

パワーメントセンターはTCTPの計画策定段階では参加したものの、実施には参加していな

かった。 
 

本プロジェクトの開始時点においては、多数のMOH関係部局がプロジェクト関係者としてR/D
上認知されていたが、実際の活動の中身については十分理解していたとはいえない。係る状況下

では、プロジェクトの核となる部局、すなわち子ども保健局がプロジェクトの様々な観点におい

て手綱を握り、プロジェクトの方向性を決める支援を行い、モメンタムを作り出していくことが

重要である。よって、子ども保健局への業務負荷の集中はある程度やむをえない面がある。

TCTPについても同様のことがいえる。本調査団は、TCTPの初回である2006年度については、研

修内容及び国際的なMCH HBの潮流について十分な知識がある子ども保健局が研修を計画、実施
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したほうが効果的、効率的な研修ができたと考えている。 
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第４章 結論・提言 
 
４－１ 結 論 

総じて本プロジェクトの進捗は順調といえる。省内の部門横断の会議を通じて、保健省

（MOH）内のいくつかの事業においては、母子手帳（MCH HB）をそのコンテンツとして取り

込んでいる。MCH HBの有効利用に係るモデル開発も順調に進展している。インドネシア助産師

協会（Ikatan Bidan Indonesia：IBI）等のMOH外関係者についても、MCH HBの活用については協

力的である。しかしながら、多数の関係者がプロジェクトにかかわっていること、及びその調整

コストを考えると、既定期間内でのプロジェクト目標の達成のためには、実施体制などにおいて

改善をしていく必要があると考えられる。 
 

４－２ 提 言 

（１） プロジェクトのマネージメント及び実施体制 
本プロジェクト開始後1年2ヵ月の間に、プロジェクトをとりまく環境は変化してきてい

るといえる。これに伴い、プロジェクトのマネージメント及び実施体制も変わる時期に来て

いると、本調査団は考える。プロジェクトの方向性が定まるとともに関係者の役割は明確に

なり、大多数の各関係者が、残されたプロジェクト期間で行うべき活動を具体的に計画して

いる。また、部門横断の会議やカウンターパート（C/P）研修の結果、地域保健総局外の部

局のモチベーションがあがってきている。つまり、各関係者が自分たちに係る活動は自分達

の業務所掌と責任の範囲で実施することができる体制が整いつつある状況であるといえる。

本プロジェクトの関係者の数と各部局の準備態勢を考慮すると、今後のプロジェクトのマネ

ージメント及び実施においては、関係部局に活動の主体と責任を移していくことが適切であ

る。その実施方法は以下のとおりである。 
① プロジェクトディレクターと第1プロジェクトマネージャーの後任人事は至急行われる

べきである。後任のプロジェクトディレクターは、プロジェクトに強くコミットし、部

局を超えた強いリーダーシップを発揮することが求められる。 
② ワーキンググループのワークショップで策定された活動については、フォーカルポイン

トとして設定された部局に、その責任を移譲するべきである。既に実施主体と各活動の

到達目標は明確になっていることから、各関係者による独立した活動のほうが、従来の

子ども保健局による調整を経たうえでの活動より効率的である。また、プロジェクトが

このような実施形態に合わせ、日本人専門家も関係部局に直接技術支援を行うべきであ

る。しかしながら、MCH HBが子ども保健局が主管する事業である限り、同局が中心的

役割を果たし、ある程度の業務負荷を担うことは免れ得ない。このような状況下におい

て子ども保健局に対する圧力を軽減するためには、何らかの措置が必要であり、本調査

団としては、複数の局からなるプロジェクト事務局の形成、ないし子ども保健局内の課

に対する業務の再配分等を提案する。 
③ 効果的かつ効率的なプロジェクトマネージメントのため、プロジェクトマネージャーと

日本人専門家は週次の会合をもつべきである（時間と場所は別途設定）。各部局がプロ

ジェクト活動を独自に行うようになると、プロジェクトのマネージメント層が全体の活

動をモニターし、プロジェクトの方向性をレビューし、問題が生じた際は対応策をとる
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必要性が高くなる。このプロジェクトマネージメント会議については、プロジェクトデ

ィレクターである地域保健総局長の代理として地域保健総局官房長が開催し、参加者は、

両プロジェクトマネージャー、日本人専門家、及び会議のトピックに応じた他の関係者

（JICAインドネシア事務所を含む）で構成される。 
④ 各部局がプロジェクト活動を独自に行うようになると、各プロジェクト活動に係る情報

はすべてプロジェクトのマネージメント層に報告される必要がある。よって、各関係者

はひとつのイベントが終了するたびに、その結果をプロジェクトディレクターに報告し

なくてはならない。 
⑤ プロジェクトディレクターは全プロジェクト関係者にプロジェクトの進捗及びマネージ

メントについて知らせる必要がある。特に、プロジェクトの月次報告と半期報告は関係

者全員に共有される必要がある。また、特にこの2つの報告については、プロジェクト

ディレクターと日本人専門家（チーフアドバイザー）の連名で行われる必要がある。 
⑥ 第三国研修（TCTP）については、保健訓練教育センターが実施主体となり、地域保健

総局が技術的助言を与えるという体制に変更するべきである。この体制により、TCTP
の自立発展性の担保、研修の質の向上、子ども保健局に対する事務負担の軽減が見込ま

れる。この体制を実現するため、地域保健総局、保健医療従事者に関する計画及びエン

パワーメントセンター、国家官房、JICAインドネシア事務所はTCTPに係る討議議事録

（R/D）の改訂に関し協議を行うことが期待される。 
 
（２） 日本・インドネシアの費用分担について 

インドネシア側と日本側の費用分担に関して文書化されていない、インドネシア政府の

会計ルール上対応が困難なものがあるなど、双方合意の費用分担がなされているとは言いが

たい。日本側とインドネシア側は費用分担について、双方の制約を踏まえつつ、活動ごと、

予算費目ごとに継続協議する必要がある。 
 
（３） モニタリング・報告システムについて 

プロジェクトでは進捗をモニターし、達成度を評価するために必要な指標があるが、今

回確認された進捗を鑑み、以下に提言する。  
①  MCH HBの供給率、配布率などを含めたMCH HBの実施に関する指標は、プロジェクト

期間中は少なくとも把握されている必要がある。子ども保健局の総務が中心となり、よ

り組織的にデータを集約し始めたことが、今回の視察で確認された。さらに、既存のレ

ポーティングシステムを用いた集約方法（改訂中のPWS-KIA）についての議論も始ま

りつつあった。これらはいずれもまだ緒についたところなので、プロジェクトでは今後

も引き続き注意して進めていく必要があるだろう。 
②  今年度開始され、3年ごとに実施される予定の基礎保健調査の調査項目としてMCH HB

が含まれたのは評価される（子どもにおける保持率）。全国を網羅した世帯調査に項目

として入ることで、MCH HBの普及状況を俯瞰することができるため、IDHSの調査項

目においても、MCH HBがKMSから分離されるよう今後も働きかけていくべきだろう

（妊婦における保持率）。 
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（４） 啓発活動について 
プロジェクトでは、MPSの文脈でMCH HBのアドボカシーツールを開発したが、一方でア

ドボカシー全体の戦略については、まだ十分に議論されていないように見受けられた。その

ためいくつかの可能性を提言したい。 
①  MOH大臣がプロジェクトにて開発されたアドボカシーツールを利用するよう、MOH大

臣に働きかける。 
②  プロジェクトは地域分権化に即したアドボカシーを行う：例えば全国知事会、州開発

計画局、NGO及びJICAを含めた国際援助機関で地方分権における地方政府の能力向上

あるいは社会開発にかかわるプロジェクトを有する機関に対して啓発する。 
③  MPSのためのDTPSはMOHが採用している問題分析に基づく計画手法であるが、このモ

ジュールにMCH HBが取り込まれ、ファシリテーターにも周知されることで、DTPSに
基づいて作成される地方政府への計画書のなかにMCH HBが取り入れられる可能性を増

すことができるだろう。 
④  日本・インドネシア修好50周年記念行事の一環として、MCH HBを知らせる機会をもつ

ことも検討できるだろう。 
 
（５） 日本側実施体制について 

本調査を通じて、インドネシア側実施体制が一極集中型であるためプロジェクト活動の

円滑な実施に懸念が生じていることや、MOHが強固な縦割り文化を保持しているために部

局間の調整コストが非常に高いことが明らかになった。したがって、本調査団はプロジェク

トのマネージメント及び実施体制の変更を提言した。しかしながら、これらの現状をある程

度所与の条件としてプロジェクト活動を推進していくことも必要であり、特に啓発活動の観

点から、ローカルコンサルタント（①プログラム間・セクター間連携推進及び国際研修支

援）の投入を厚くするべきと考える。上記の啓発活動に関する提言には、実際に啓発活動が

MCH HBに係る予算確保につながるターゲットを列記しているが、すべてが地域保健総局の

外（ほとんどがMOHの外）との調整になる。これらの活動を行うには、MOH（特に地域保

健総局）の信頼が厚く、かつ行政機構のなかで円滑に調整を行い得る人物の投入が不可欠で

ある。 
現在、ローカルコンサルタント（①プログラム間・セクター間連携推進及び国際研修支

援）はMOHで局長を経験した人物であり、C/Pの信頼も厚く、調整能力も優れていることか

ら、同コンサルタントの投入（現在週1回程度）を増加させ、より強力に啓発活動を推進し

ていくべきと考える。 
  
（６） ステアリング・コミッティーとワーキンググループに係るメンバーの追加 

プロジェクト活動の進展に伴い、プロジェクトは当初R/Dにプロジェクト関係者として記載が

ない部署とも連携を始めた。これらの関係者は、プロジェクトマネージメント、報告システム、

保健医療従事者への研修といった活動に重要な役割を担うところ、以下の部局をステアリング・

コミッティーとワーキンググループのメンバーとして追加する。 
① ステアリング・コミッティー 

Director, Center for Data and Health Information, MOH 
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Director, Center for Health Personnel Education, MOH 
② ワーキンググループ 

Head, Sub-Directorate of Planning and Information, Secretariat of Directorate General of 
Community Health, MOH 
Head, Sub-Directorate of Data Management and Information, Center for Data and Health 
Information, MOH 
Head, Sub-Directorate of Curriculum Development, Center for Health Personnel Education, MOH 
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‑
 
入
手
済
み

 
‑
 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 

助
産
師
ア
カ
デ
ミ
ー
の
中
央
機
関
（
国
レ
ベ
ル
）
に

8
人
の
オ
リ

エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
・
ト
レ
ー
ナ
ー
が
育
成
さ
れ
配
置
さ

れ
る
。

 
‑
 
活
動
状
況
表

 
‑
 
日
本
人
専
門
家

 
‑
 
入
手
済
み

 
‑
 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 
モ
デ
ル
州
内
の
す
べ
て
の
助
産
師
ア
カ
デ
ミ
ー
に

1名
の
オ
リ
エ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
・
ト
レ
ー
ナ
ー
が
配
置
さ
れ
る
。

 
‑
 

 
‑
 

 

（
公
的
・
民
間
保
健
医
療
施
設
が
）
保
健
医
療
従
事
者
に
対
す
る

研
修
に
お
い
て
母
子
手
帳
に
関
す
る
項
目
を
導
入
す
る

。
 

‑
 
活
動
状
況
表

 
‑
 
日
本
人
専
門
家

 
‑
 
入
手
済
み

 
‑
 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 
3
つ
の
主
要
関
連
職
能
団
体
が
標
準
手
順
に
母
子
手
帳
に
関
す
る

項
目
を
追
加
す
る
。

 
‑
 
助
産
師
協
会

 
‑
 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 

D
es

a 
Si

ag
a、

A
PN

、
P4

K
、

PO
N

ED
、

PO
N

EK
、

M
TB

M
、

D
D

TK
、

M
TB

S
の
臨
床

部
分
及
び

K
IP

/K
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
に
母
子
手
帳

が
導
入
さ
れ
る
。

 

‑
 
活
動
状
況
表

 
‑
 
日
本
人
専
門
家

 
‑
 
保
健
省
関
連
部
局

 

‑
 
入
手
済
み

 
‑
 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 
‑
 
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

 
助
産
師
協
会
及
び
看
護
師
協
会
の
中
央
機
関
に
お
い
て

、
各

8
名

の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
・
ト
レ
ー
ナ
ー
が
育
成
さ
れ
配
置
さ
れ

る
。

 

‑
 
活
動
状
況
表

 
‑
 
入
手
済
み

 

モ
デ
ル
州
に
お
い
て
州
助
産
師
協
会
及
び
州
看
護
師
協

会
に
各

3
名
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
・
ト
レ
ー
ナ
ー
が
配
置
さ
れ
る
。

 
‑
 
成
果
達
成
状
況
詳
細

 
‑
 
入
手
済
み

 

全
国
の
保
健
従
事
者
（
医
師
、
助

産
師
、
看
護
師
？
）
の

50
％
（
公

務
員

60
％
、
民
間

40
％
）
が
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
る
。

‑
 
活
動
状
況
表

 
‑
 
日
本
人
専
門
家

 
‑
 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
質
問
票
調
査
結
果

 

‑
 
入
手
済
み

 
‑
 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 

成
果

2 
関

連
医

療
従

事
者

を
対

象
と

し
た

母
子

保
健

に
係

る
研

修
制

度
が

強
化

さ
れ

る

か
。

 

全
国
の
公
的
機
関
の

60
％
、
民
間
機
関
の

40
％
が
オ
リ
エ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
を
実
施
す
る
。

 
‑
 
保
健
省
基
礎
医
療
サ
ー
ビ
ス
局
、
専
門

医
療
サ
ー
ビ
ス
局

 
‑
 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 

 

 

成
果

3 
母
子
手
帳
に
係
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
報
告

に
係
る
制
度
が
強
化
さ
れ
る
か
。

 

州
、
県
、
保
健
所
の
各
レ
ベ
ル
に
お
い
て
母
子
手
帳
活
動
の
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
ツ
ー
ル
が
開
発
さ
れ
、
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
記
載
さ
れ
る
。

 

‑
 
活
動
状
況
表

 
‑
 
入
手
済
み
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保
健
省
の

8課
が
自
身
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
関
連
し
た
母
子
手
帳
の

指
標
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
に
統
合
す
る
。

 
‑
 
保
健
省
関
連
部
局
、
デ
ー
タ
情
報
セ
ン

タ
ー

 
‑
 
日
本
人
専
門
家

 

‑
 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 
‑
 
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

 

配
布
率
、
持
参
率
、
記
入
率
を
収
集
す
る
シ
ス
テ
ム
が
保
健
省
の

報
告
シ
ス
テ
ム
に
統
合
さ
れ
る
。

 
 

‑
 
活
動
状
況
表

 
‑
 
成
果
達
成
状
況
詳
細

 
‑
 
日
本
人
専
門
家

 
‑
 
保
健
省
中
央
統
計
局

 

‑
 
入
手
済
み

 
‑
 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 

 

50
％
の
州
が
配
布
率
に
係
る
デ
ー
タ
を
収
集
、
提
供
す
る
。

 
‑
 
日
本
人
専
門
家

 
‑
 
保
健
省
地
域
保
健
総
局
、
デ
ー
タ
情
報

セ
ン
タ
ー

 
‑
 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
質
問
票
調
査

 

‑
 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 

実
施
可
能
か
つ
効
率
的
な
母
親
学
級
（
育
児
編
・
妊
婦
編
）
の
モ

デ
ル
が
開
発
さ
れ
る
。

 
‑
 
活
動
状
況
表

 
‑
 
入
手
済
み

 

母
子
手
帳
を
利
用
し
た
、
実
施
可
能
か
つ
効
率
的
な
出
生
登
録
促

進
モ
デ
ル
が
開
発
さ
れ
る
。

 
‑
 
活
動
状
況
表

 
‑
 
成
果
達
成
状
況
詳
細

 
‑
 
モ
デ
ル
サ
イ
ト
保
健
局

 

‑
 
入
手
済
み

 
‑
 
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

 

実
施
可
能
か
つ
効
率
的
な
、
保
健
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
母
子
手
帳
活

動
へ
の
参
画
モ
デ
ル
が
開
発
さ
れ
る
。

 
‑
 
活
動
状
況
表

 
‑
 
入
手
済
み

 

成
果

4 
母

子
手

帳
の

有
効

利
用

に
係

る
モ

デ
ル

が
形
成
さ
れ
る
か
。

 

病
院

に
お

い
て

実
現

可
能

か
つ

効
率

的
な

母
子

手
帳

活
用

モ
デ

ル
が
開
発
さ
れ
る
。

 
‑
 
活
動
状
況
表

 
‑
 
専
門
医
療
サ
ー
ビ
ス
局

 
‑
 
入
手
済
み

 
‑
 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 
母

子
手

帳
の

母
子

保
健

へ
の

効
果

に
関

す
る

調
査

結
果

が
得

ら

れ
る
。

 
‑
 
成
果
達
成
状
況
詳
細

 
‑
 
活
動
状
況
表

 
‑
 
入
手
済
み

 
成
果

5 
母

子
手

帳
の

母
子

保
健

改
善

へ
の

効
果

に
係
る
調
査
・
評
価
の
結
果
が
保
健
省
の

政
策

策
定

・
実

施
過

程
に

反
映

さ
れ

る

か
。

 

以
下
の
政
策
策
定
・
実
施
過
程
に
調
査
結
果
が
反
映
さ

れ
る
。

 
‑
 
貧

困
層

へ
の

母
子

手
帳

の
給

付
を

保
障

す
る

こ
と

が
制

令
化

さ
れ
る
。

 
‑
 
保

健
省

が
病

院
及

び
民

間
セ

ク
タ

ー
で

の
母

子
手

帳
の

利
用

促
進
に
係
る
保
健
省
通
達
／
大
臣
令
が
発
布
す
る
。

 
‑
 
各

職
能

団
体

が
病

院
及

び
民

間
セ

ク
タ

ー
で

の
母

子
手

帳
の

利
用
促
進
に
係
る
公
文
書
を
発
出
す
る
。

 
‑
 
内

務
省

が
出

生
登

録
促

進
の

ツ
ー

ル
と

し
て

母
子

手
帳

を
活

用
す
る
こ
と
を
公
的
に
通
達
す
る
。

 
‑
 

70
％
の
地
方
政
府
（
州

?県
?両

方
？
）
が
効
果
調
査
結
果
及
び

モ
デ

ル
活

動
評

価
結

果
を

記
載

し
た

ア
ド

ボ
カ

シ
ー

ツ
ー

ル
を
利
用
す
る
。

 
‑
 
「
最
低
サ
ー
ビ
ス
基
準
」
の
保
健
に
関
す
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
指

標
の
情
報
源
と
し
て
母
子
手
帳
が
明
記
さ
れ
る
。

 
‑
 
モ
デ
ル
州
に
お
い
て
、
モ
デ
ル
活
動
を
支
援
す
る
た

め
の
条
例

が
発
布
さ
れ
る
。

 
‑
 
母
子
手
帳
が
改
訂
さ
れ
る
。

 

‑
 
保
健
省
関
連
部
局

 
‑
 
日
本
人
専
門
家

 
‑
 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 
‑
 
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

 

母
子

手
帳

を
使

用
し

た
母

子
保

健
改

善
の

経
験

が
適

切
に

集
約

さ
れ
、
第
三
国
研
修
及
び
国
内
研
修
に
反
映
さ
れ
る
。

 
‑
 
活
動
状
況
表

 
‑
 
入
手
済
み

 

 

 

成
果

6 
第

三
国

研
修

及
び

現
地

国
内

研
修

を
通

じ
て
、
保
健
省
と
地
方
政

府
の
母
子
手
帳

を
使

用
し

た
母

子
保

健
改

善
の

経
験

を

効
果
的
に
共
有
す
る
制
度
・
能
力
が
強
化

さ
れ
る
か
。

 

20
08

年
に
は
第
三
国
研
修
と
国
内
研
修
の
参
加
者
の
、
研
修
科
目

の
選
択
、
時
間
割
、
研
修
内
容
・
方
法
、
研
修
管
理
に
対
す
る
満

足
度
が
平
均

70
％
と
な
る
。

 

‑
 
成
果
達
成
状
況

 
‑
 
入
手
済
み
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保
健

省
が

母
子

手
帳

を
利

用
し

た
母

子

保
健

サ
ー

ビ
ス

の
向

上
に

係
る

政
策

を

維
持
し
て
い
る
か
。

 

 
‑
 
保
健
省

 
‑
 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 

地
域

保
健

総
局

が
強

い
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ

プ
と
自
主
性
を
発
揮
し
て
い
る
か
。

 
地

域
保

険
総

局
が

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

及
び

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

に
お

い
て

主
導

権
を

と

っ
て
い
る
か
。

 

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
に
く
い
要
因
は
何
か
。

 
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
側

で
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

全
体

像
が

分
か

っ
て

い

る
人
は
誰
か
？

 
本
件
に
関
し
、
他
の
部
局
が
何
を
や
っ
て
い
る
か
把
握
し
て
い
る

か
。

 

‑
 
保
健
省
子
ど
も
局
、

JC
C
メ
ン

バ
ー

 
‑
 
日
本
人
専
門
家

 
‑
 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 

複
数

の
関

係
機

関
が

母
子

手
帳

の
プ

ロ

グ
ラ
ム
を
導
入
し
つ
つ
あ
る
か
。

 
 

‑
 
保
健
省
地
域
保
健
総
局

 
‑
 
日
本
人
専
門
家

 
‑
 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 

地
方
分
権
化
に
係
る
政
策
、
方
針
は
維
持

さ
れ
て
い
る
か
。

 
20

08
年

よ
り

予
算

の
執

行
権

限
が

州
に

大
き

く
委

譲
さ

れ
る

と

聞
い
た
が
？

 
‑
 
保
健
省
計
画
局

 
‑
 

B
A

PP
EN

A
S 

‑
 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

達
成

及
び

成
果

の
発

現
に

至
る

ま
で

の
外

部
要

因
の

影
響

は
あ
る
か
。

 

保
健

省
の

関
係

部
局

が
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

の
た
め
の
予
算
を
確
保
し
て
い
る
か
。

 
 

‑
 
活
動
状
況
表

 
‑
 
保
健
省
子
ど
も
局
、
計
画
局

 
‑
 
地
域
保
健
総
局
計
画
予
算
担
当

 

‑
 
入
手
済
み

 
‑
 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

は
意

欲
的

か
つ

協

力
的
か
。

 
保

健
省

内
に

母
子

手
帳

改
善

へ
の

技
術

的
検

討
を

行
う

た
め

の

作
業
部
会
が
設
置
さ
れ
、
生
産
的
な
活
動
を
行
う
。

 
‑
 
活
動
状
況
表

 
‑
 
入
手
済
み

 

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

の
能

力
は

向
上

し

て
い
る
か
。

 
 

‑
 
日
本
人
専
門
家

 
‑
 
保
健
省
関
係
各
部
局

 
‑
 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 

関
係
機
関
・
関
係
者
に
意
識
変
革
は
あ
っ

た
か
。

 
 

‑
 
日
本
人
専
門
家

 
‑
 
保
健
省
関
係
各
部
局

 
‑
 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

の
達

成
を
阻
害
・
促
進
す
る
要
因

は
何
か
。

 

そ
の
他
の
阻
害
・
促
進
要
因
は
な
い
か
。

 
‑
 
日
本
人
専
門
家

 
‑
 
保
健
省
関
係
各
部
局

 
‑
 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 

日
本
人
専
門
家
の
人
数
、
分
野
、
派
遣
時

期
は
適
切
か
。

 
 

‑
 
投
入
実
績

 
‑
 
日
本
人
専
門
家

 
‑
 
入
手
済
み

 
‑
 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 
供
与
機
材
の
種
類
、
量
、
配
置
は
適
切
か
。

 
‑
 
投
入
実
績

 
‑
 
日
本
人
専
門
家

 
‑
 
入
手
済
み

 
‑
 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 
研
修
受
入
れ
人
数
、
分
野
、
内
容
、
期
間
、

時
期
は
適
切
で
あ
っ
た
か
。

 
 

‑
 
活
動
状
況
表

 
‑
 
日
本
人
専
門
家

 
‑
 
入
手
済
み

 
‑
 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

活
動

は
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
の

能
力

向
上

に
貢

献
し

て
い

る

か
。

 

 
‑
 
日
本
人
専
門
家

 
‑
 
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト

 
‑
 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 

カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
の
人
数
、
配
置
、
能

力
は
適
切
か
。

 
 

‑
 
日
本
人
専
門
家

 
‑
 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
予
算
規
模
は
適
切
か
。

 
‑
 
日
本
人
専
門
家

 
‑
 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
研

修
の

ユ
ニ

ッ
ト

コ
ス
ト
は
妥
当
か
。

 
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
研
修
へ
の
派
遣
人
数
、
期
間
等
に
過
不
足
は

な
い
。

 
‑
 
日
本
人
専
門
家

 
‑
 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 

第
三

国
研

修
の

ユ
ニ

ッ
ト

コ
ス

ト
は

妥

当
か
。

 
第

三
国

研
修

の
参

加
者

数
、

開
催

に
係

る
費

用
に

過
不

足
は

な

い
。

 
‑
 
日
本
人
専
門
家

 
‑
 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 

効 率 性 

得
ら

れ
た

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

に
比
し
て
投
入
の
量
・
時
期

は
適
切
で
あ
っ
た
か
。

 

国
内

研
修

の
ユ

ニ
ッ

ト
コ

ス
ト

は
妥

当

か
。

 
国
内
研
修
の
参
加
者
数
、
開
催
に
係
る
費
用
に
過
不
足
は
な
い
。

‑
 
日
本
人
専
門
家

 
‑
 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
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プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
効

率
性

を
阻
害
・
促
進
す
る
要
因
は

何
か
。

 

 
 

‑
 
日
本
人
専
門
家

 
‑
 
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト

 
‑
 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 

す
べ

て
の

保
健

医
療

施
設

で
母

子
手

帳

を
利

用
し

た
母

子
保

健
サ

ー
ビ

ス
が

可

能
に
な
る
か
。

 

20
15

年
ご

ろ
ま

で
に

可
能

に
な

る
見

通
し

が
あ

る
（

政
策

、
予

算
）
。

 
‑
 
保
健
省

 
‑
 
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

 
上

位
目

標
は

達
成

さ
れ

る

見
込
み
が
あ
る
か
。

 

す
べ
て
の
妊
婦
と

5歳
未

満
児
が
健
康
記

録
を
所
持
で
き
る
よ
う
に
な
る
か
。

 
20

15
年

ご
ろ

ま
で

に
可

能
に

な
る

見
通

し
が

あ
る

（
政

策
、

予

算
）
。

 
‑
 
保
健
省

 
‑
 
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

は
上

位
目

標
の

達
成

に
貢

献
す

る
見
込
み
が
あ
る
か
。

 

母
子

手
帳

に
よ

る
母

子
保

健
サ

ー
ビ

ス

が
継
続
さ
れ
れ
ば
、
す
べ
て
の
保
健
医
療

施
設

で
母

子
手

帳
の

活
用

が
可

能
に

な

り
、
妊
婦
と

5
歳

未
満
児
が
健
康
記
録
を

所
持
で
き
る
よ
う
に
な
る
か
。

 

 
‑
 
保
健
省

 
‑
 
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

 

上
位

目
標

達
成

に
至

る
外

部
条
件
の
影
響
は
あ
る
か
。

保
健
省
、
地
方
政
府
、
そ
の
他
関
連
機
関

が
母

子
手

帳
の

活
用

に
係

る
予

算
を

継

続
的
に
確
保
す
る
か
。

 

 
‑
 
保
健
省

Se
tJ

en
, B

in
ke

sm
as

 
‑
 

B
A

PP
EN

A
S 

‑
 
モ
デ
ル
サ
イ
ト
の
州
・
県
政
府

 
‑
 
助
産
師
協
会

 

‑
 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 

予
期
し
な
か
っ
た
正
・
負
の

影
響
は
あ
る
か
。

 
 

 
‑
 
日
本
人
専
門
家

 
‑
 
保
健
省
関
係
各
部
局

 
‑
 
関
連
ド
ナ
ー

 

‑
 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 

イ ン パ ク ト 

予
期
し
な
か
っ
た
正
・
負
の

影
響

を
も

た
ら

し
た

要
因

は
何
か
。

 

 
 

‑
 
日
本
人
専
門
家

 
‑
 
保
健
省
関
係
各
部
局

 
‑
 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 

母
子

保
健

サ
ー

ビ
ス

の
恒

常
的

な
ツ

ー

ル
と
し
て
母
子
手
帳
が
定
着
す
る
。

 
母

子
手

帳
を

活
用

し
た

母
子

保
健

サ
ー

ビ
ス

が
恒

常
的

な
行

政

サ
ー
ビ
ス
と
な
る
。

 
‑
 
保
健
省
地
域
保
健
総
局

 
‑
 

B
A

PP
EN

A
S
保

健
担
当

? 
‑
 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 
上

位
目

標
及

び
プ

ロ
ジ

ェ

ク
ト

目
標

は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終
了
後
も
持
続
す
る
か
。

子
供

の
権

利
な

ど
の

関
連

分
野

に
お

い

て
母

子
手

帳
を

活
用

す
る

シ
ス

テ
ム

が

定
着
す
る
。

 

母
子
手
帳
を
活
用
し
た
そ
の
他
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
定
着
す
る
。

‑
 
保
健
省
子
ど
も
局

 
‑
 
内
務
省
出
生
登
録
関
連
部
局

 
‑
 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 

中
央
に
お
い
て
、
母
子
手
帳
に
よ
る
母
子

保
健
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
に
係
る
政
策
、
予

算
、
人
材
は
継
続
的
に
確
保
さ
れ
る
か
。

 
‑
 
保
健
省

Se
tJ

en
、

B
in

ke
sm

as
 

‑
 

B
A

PP
EN

A
S 

‑
 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 

地
方
政
府
に
お
い
て
、
母
子
手
帳
に
よ
る

母
子

保
健

サ
ー

ビ
ス

の
実

施
に

係
る

政

策
、
予
算
、
人
材
は
継
続
的
に
確
保
さ
れ

る
か
。

 

 
‑
 
モ
デ
ル
サ
イ
ト
州
・
県
政
府

 
‑
 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 

自 立 発 展 性 

効
果
の
持
続
性
を
阻
害
・
促

進
す
る
要
因
は
何
か
。

 

研
修

及
び

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

な
ど

に
係

る

関
連
法
・
制
度
は
整
備
さ

れ
る
か
。

 
 

‑
 
保
健
省

Se
tJ

en
 

‑
 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 

 

－64－



イ
ン

ド
ネ

シ
ア

母
子

手
帳

に
よ

る
母

子
保

健
サ

ー
ビ

ス
向

上
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
 

運
営

指
導

調
査

：
 

評
価

結
果

 
評
価
設
問

 
評
価

項
目

 
大
項
目

 
小
項
目

 
判
断
材
料

 
進
捗
／
現
状

 

➢
 プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
母
子
保
健
分
野
に
と
っ
て
必
要
な
支
援
で
あ
り
、
日
本
の
援
助
方
針
に
も
合
致
し
て
い
る
。
日
本
に
は
必
要
な
ノ
ウ
ハ
ウ
が
蓄
積
さ
れ
て
お
り
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
妥

当
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
は

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

の
政

策
に

合

致
し
て
い
る
か
。

 

母
子

手
帳

に
よ

る
母

子
保

健
サ

ー
ビ

ス
の

向
上

は
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
の

保
健

医
療

政
策

の
方

針
に

合
致
し
て
い
る
か
。

 

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

の
開

発
計

画
及

び
政

策
に

母

子
保

健
サ

ー
ビ

ス
の

向
上

が
含

ま
れ

て
い

る
。

 

‑
 

20
08

年
当
初
の

政
府
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
で
は

、
母
子
保
健
に

つ
い
て
は
特
に

協
調
さ
れ

て
い
な
い
。

 
‑
 
母
子
保
健
、
特
に

IM
R
、

M
M

R
の
改
善
に
関
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
優
先
さ
れ
る
、
と
い
う

政
府
の
方
針
は
、
次
期
中
期
計
画

(2
01

0-
20

14
)に

お
い
て
も
維
持
さ
れ
る
こ
と
は
、
既
に
政

府
内
で
合
意
済
み
。

 
保
健
省
、
モ
デ
ル
サ
イ
ト
の
衛
生

局
及
び
州
政
府
、
関
連
す
る
関
連

職
能

団
体

及
び

保
健

医
療

従
事

者
の

母
子

手
帳

に
よ

る
母

子
保

健
サ

ー
ビ

ス
の

向
上

に
対

す
る

ニ
ー
ズ
は
高
い
か
。

 

保
健

省
、

モ
デ

ル
サ

イ
ト

の
衛

生
局

及
び

州

政
府

、
関

連
す

る
関

連
職

能
団

体
が

母
子

手

帳
の
重
要
性
を
認
識
し
て
い
る
。

 
（

母
子

手
帳

が
な

く
て

も
サ

ー
ビ

ス
が

で
き

る
と
思
っ
て
い
る
か
？
）

 

‑
 
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
し
た
す
べ
て
の
関
係
者
が
、
母
子
保
健
サ
ー
ビ
ス
に
と
っ
て
、
母
子
手
帳
は

な
く
て
は
な

ら
な
い
存
在
で
あ
る
、
あ
る
い
は
、
既
に
サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
部
に
な

っ
て
い
る
と

い
う
認
識
で
あ
っ
た
。

 

タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
グ
ル
ー
プ

の
選
定
は
妥
当
か
。

 

母
親
及
び

5歳
未
満
児
の
母
子
手

帳
に

よ
る

母
子

保
健

サ
ー

ビ
ス

の
向

上
に

対
す

る
ニ

ー
ズ

は
高

い
か
。

 

母
子

手
帳

を
配

布
さ

れ
た

母
親

が
母

子
手

帳

を
活
用
し
、
必
要
な
知
識
を
得
て
い
る
。

 
‑
 
利
用
状
況
の
把
握
及
び
知
識
の
向
上
に
関
し
て
は
今
後
の
課
題
と
認
識
さ
れ
て
い
る
。

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

は
日

本

の
援

助
政

策
に

合
致

し

て
い
る
か
。

 

母
子

保
健

サ
ー

ビ
ス

向
上

に
対

す
る

協
力

は
日

本
の

援
助

政
策

及
び

JI
C

A
国
別
事
業
実
施

計
画

に
合
致
し
て
い
る
か
。

 

日
本

の
国

別
援

助
計

画
及

び
JI

C
A

国
別

事

業
実

施
計

画
に

母
子

保
健

分
野

に
お

け
る

協

力
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

 

‑
 
外
務
省
国
別
援

助
計
画
で
は
、
「

公
正
で
民
主
的

な
社
会
作
り
」

へ
の
支
援
（
重

点
事
項
）

の
「
保
健
医
療
」
分
野
に
お
い
て
、
妊
産
婦
死
亡
率
、
乳
幼
児
死
亡
率
の
高
さ
に
着
目
し
た

支
援
に
言
及
さ
れ
て
い
る
。

 
‑
 

JI
C

A
の

対
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
協

力
戦

略
で

は
、

貧
困

対
策

（
優

先
課

題
）

の
下

に
、

M
D

G
s

達
成
支
援
と

し
て
保
健
分
野
の
支
援
が
含
ま
れ
て
い
る
。

 
‑
 

JI
C

A
の
課
題

別
取
り
組
み
に
お
い
て
は
、
母
子
保
健
分
野
へ
の
協
力
は
主
要

4
分
野
の
一

角
を
担
っ
て
い
る
。

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
は

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

の
保

健
分

野

の
開

発
課

題
に

対
す

る

効
果

を
あ

げ
る

戦
略

と

し
て
適
切
か
。

 

母
子

手
帳

に
よ

る
母

子
保

健
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
は
、
イ
ン
ド

ネ
シ

ア
の

母
子

保
健

関
連

指
標

改
善

の
戦
略
と
し
て
有
効
か
。

 

保
健

省
及

び
モ

デ
ル

サ
イ

ト
の

衛
生

局
が

母

子
手

帳
に

よ
る

母
子

保
健

サ
ー

ビ
ス

の
向

上

は
母

子
保

健
関

連
指

標
の

改
善

に
有

効
と

認

識
し
て
い
る
。

 

‑
 
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
側
は
、
母
子
手
帳
は
母
子
保
健
関
連
の
状
況
の
改
善
に
貢
献
す
る
も
の
、
と

の
認
識
で
あ
っ
た
。

 
‑
 
母
親
局
に
お
い
て
は
特
に
、
妊
婦
及
び
そ
の
家
族
の
行
動
変
容
（
産
前
検
診
受
診
、
医
療
従

事
者
に
よ
る
出
産
介
助
な
ど
）
に
効
果
が
あ
る
と
の
認
識
で
あ
っ
た
。

 
‑
 
た
だ
し
、
複
数
の
関
係
者
よ
り
エ
ビ
デ
ン
ス
が
必
要
で
あ
る
と
の
指
摘
が
あ
っ
た
。

 

妥 当 性 

日
本

の
技

術
の

比
較

優

位
性
は
あ
る
か
。

 
日

本
に

は
母

子
手

帳
に

よ
る

母

子
保

健
サ

ー
ビ

ス
向

上
の

経

験
・
ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄
積
、
人

材
が

十
分
に
あ
る
か
。

 

日
本

国
内

に
母

子
手

帳
に

よ
る

母
子

保
健

サ

ー
ビ

ス
の

経
験

が
蓄

積
さ

れ
、

対
外

的
な

協

力
実
績
も
あ
る
。

 

‑
 
日
本
は
、

19
89

年
よ
り
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
に
お
い

て
母
子
手
帳
に

よ
る
母
子
保
健

サ
ー
ビ
ス

の
向
上
に
関
連
す
る
協
力
を
実
施
し
て
い
る
。

 

➢
 

お
お
む
ね
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
は
達
成
さ
れ
る
見
込
み
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
実
施
体
制
に
お
け
る
阻
害
要
因
を
改
善
し
て
、
各
成
果
の
発
現
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
の
達
成
を
よ
り
確
実
な
も
の

に
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

 
有 効 性 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

は

達
成
さ
れ
る
か
。

 
➢
 

母
子
手
帳
の
活
用
に
係
る
モ
デ
ル
に
つ
い
て
は
、
開
発
後
の
全
国
展
開
に
興
味
を
示
す
中
央
の
関

連
各
部
局
も
あ
り
、
母
親
学
級
モ
デ
ル
及
び
病
院
モ
デ
ル
な
ど
は
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
終
了
後
ま
で
に
中
央
レ
ベ
ル
の
政
策
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
取
り
込
ま
れ
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
各
関
連
政
策
へ
の
取
り
込
み
も
進
ん
で
お
り
、
母
子
手
帳

へ
の
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
及
び
利
用
場
所
の
多
様
化
は
実
現
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
か
ら
、
母
子
保
健
に
係
る
ど
の
施
設
に
行
っ
て
も
、
母
子
手
帳
を
持
っ
た
母
親
は
そ
れ
に
基

づ
い
た
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
体
制
は
整
う
と
考
え
ら
れ
る
。

 

３．評価グリッド－結果（和文） 
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評
価
設
問

 
評
価

項
目

 
大
項
目

 
小
項
目

 
判
断
材
料

 
進
捗
／
現
状

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
時
ま
で
に
、

母
子

手
帳

が
母

子
保

健
サ

ー
ビ

ス
統

合
の

手
段

と
し

て
機

能
す

る
。

 

保
健

省
が

母
子

手
帳

の
有

効
利

用
に

係
る

モ

デ
ル
を
政
策
に
反
映
す
る
。

 
‑
 
母

親
学

級
モ

デ
ル

の
開

発
は

、
既

存
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
（

P4
K

=B
PC

R
）

 の
構
成
要

素
と

し

て
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
モ
デ
ル
開
発
の
暁
に
は
政
策
の
な
か
で
活
用
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
時
ま
で
に
、

母
子

手
帳

を
使

っ
た

母
子

保
健

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
た

め
の

シ
ス
テ
ム
が
確
立
す
る
。

 

保
健

省
、

そ
の

関
連

機
関

、
及

び
地

方
政

府

が
母

子
手

帳
の

継
続

的
な

供
給

の
た

め
の

予

算
、

配
布

シ
ス

テ
ム

、
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
シ

ス

テ
ム
を
確
立
し
、
運
営
す
る
。

 

‑
 

20
07

年
の
供
給
率
は
約

60
％
だ
が
、
特
別
予
算
に
よ
る
も
の
（
対

20
06

年
推
定
妊
婦
数
）
。

地
方
政
府
に
よ
る
印
刷
数
は
、
ま
だ
す
べ
て
の
デ
ー
タ
が
そ
ろ
っ
て
い
な
い
た
め
、
全
体
像

の
把
握
は

20
08

年
1
月
以
降
に

な
る
。

 
‑
 

20
07

年
度
の

M
D

G
s特

別
予
算
に
つ
い
て
は
、

B
A

PP
EN

A
S
で
使

途
と
効
果
に
つ
い
て
分

析
中
。
そ
の
結
果
に
よ
っ
て
今
後
の
見
通
し
を
検
討
す
る
。

 
‑
 

20
07

年
度
に
は

、
政
府
の
財
政

難
に
よ
り
ほ
ぼ

す
べ
て
の
省
庁

・
地
方
政
府
で

旅
費
・
会

議
費
の

70
%
が
カ
ッ
ト
さ
れ
た
（
予
算
見
直
し
後
、

11
月
中
旬

に
50
～

60
%
が
戻
っ
た
）
。

こ
の
あ
お
り
で
、
母
子
手
帳
に
係
る
予
算
を
旅
費
な
ど
に
再
分
配
し
た
自
治
体
が
あ
る
可
能

性
は
否
定
で
き
な
い
（
未
確
認
）
。

 
‑
 
（
参
考
値
）
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

デ
ー
タ
が
得
ら

れ
た

30
％
の
県

に
お
い
て
は
、

母
子
手
帳

を
利
用
し
て
い
る
保
健
所
の
割
合
は

78
％
、
病
院

17
％
、
民
間

43
％
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

平
均
配
布
率
は

74
％
で
あ
っ
た
。

 
 ＜
指
標
の
情
報
源
＞

 
‑
 

20
07

年
3
月

に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

5
歳
未
満
児
課
が
実
施
し
た
質
問
票
調
査
で
は
供
給
率

の
ほ
か
に
配
布
率
、
配
布
し
て
い
る
施
設
の
割
合
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け
た
医
療
従
事
者

数
な
ど
も
含
ま
れ
て
い
る
。
県
の

30
％
（

33
州
中

14
州
：

12
州
は
全
県
デ
ー
タ
あ
り
）

の
デ
ー
タ
が
得
ら
れ
て
お
り
、
回
答
率
が
上
が
れ
ば
情
報
源
と
し
て
利
用
で
き
る
と
考
え
ら

れ
る
。

 
‑
 
子
ど
も
局
と
し
て
系
統
的
に
今
後
も
必
要
な
情
報
を
収
集
す
る
体
制
は
整
い
つ
つ
あ
る
。

 
➢
 

お
お
む
ね
、
母
子
手
帳
が
母
子
保
健
サ
ー
ビ
ス
統
合
の
手
段
と
し
て
機
能
し
、
母
子
手
帳
を
使
っ

た
母
子
保
健
サ
ー
ビ
ス
を
継
続
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
を
確
立
さ
せ
る
た
め

に
十
分
な
成
果
は
得
ら
れ
る
見
込
み
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
が
、
更
に
確
実
に
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
を
得
る
た
め
に
は
、
省
内
及
び
地
方
保
健
局
と
の
連
携
、
調
整
を
強
化
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

 
➢
 

供
給
率
に
関
し
て
は
、
地
方
政
府
の
意
向
に
左
右
さ
れ
る
部
分
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
供
給
源
が
多
様
化
す
れ
ば
増
加
傾
向
は
維

持
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
側
へ
の
普
及
が
進
め
ら
れ
る
と
と
も
に
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
も
病
院
、
民
間
医
療
機

関
な
ど
に
広
が
り
つ
つ
あ
り
、
供
給
側
か
ら
み
た
住
民
か
ら
の
母
子
手
帳
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
向
上
で
き
る
と
判
断
さ
れ
る
。

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

を

達
成

す
る

た
め

に
十

分

な
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
が

得

ら
れ
る
か
。

 
成
果

1 
住

民
の

母
子

手
帳

へ
の

ア
ク

セ

ス
が
向
上
す
る
か
。

 
保

健
省

が
全

国
貧

困
家

庭
の

妊
婦

の
60

％

（
全
妊
婦
の

18
％
）
を
カ
バ
ー
す
る
に
相
当

す
る
母
子
手
帳
の
供
給
を
保
障
す
る
。

 

‑
 

20
07

年
は
保

健
省
が
貧
困
家
庭
の
た
め
の
予
算
で

3
万
冊
の
印
刷
を
保
障
し
た
。
配
布
先

に
つ
い
て
は

関
係
者
の
証
言
が
一
定
し
て
お
ら
ず
、
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

 
‑
 

A
SK

ES
K

IN
の

in
-d

ire
ct

 h
ea

lth
 s

er
vi

ce
s予

算
で
貧
困
家
庭
の
た
め
の
母
子
手
帳
印
刷
は

可
能
と
の
見
解
あ
り
。
配
布
数
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
局
と
協
議
し
、
合
意
し
た
部
数
に
つ

き
印
刷
で
き
る

と
の
見
解
あ
り

。
ま
た
、

20
08

、
20

09
年
と
段

階
的
に
増
加
さ

せ
て
い
く

と
の
こ
と
。
一
方
、
同
じ
ヘ
ル
ス
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
・
医
療
保
険
セ
ン
タ
ー
の
別
の
職
員
よ
り
、

A
SK

ES
K

IN
プ

ロ
グ
ラ

ム
予

算
で
母
子

手
帳

を
配
布
す

る
可

能
性
は
な

い
と

の
見
解
が
あ

っ
た
。
母
子
手
帳
の
印
刷
・
配
布
は
子
ど
も
局
の
職
務
で
あ
り
、
係
る
予
算
を
確
保
す
る
の

は
子
ど
も
局
の
責
任
で
あ
る
と
の
見
解
が
示
さ
れ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
継
続

的
に
確
認
、
協
議
す
る
必
要
が
あ
る
。
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評
価
設
問

 
評
価

項
目

 
大
項
目

 
小
項
目

 
判
断
材
料

 
進
捗
／
現
状

 

5
つ

の
代

表
的

関
連

職
能

団
体

が
母

子
手

帳

の
活
用
に
合
意
す
る
。

 
‑
 
産
婦
人
科
医
協
会
が
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
・
レ
タ
ー
を
発
出
し
た
が
、
公
式
文
書
で
は
な
い
た

め
、
今
後
、
公
式
文
書
発
出
に
向
け
て
働
き
か
け
を
継
続
す
る
必
要
あ
り
。

 
‑
 
助
産
師
協
会
は
、

B
id

an
 D

el
im

a（
優
秀
助
産
師
）
認
定
の
必
須
条
件
と
し
て
母
子
手
帳
の

所
持
を
あ
げ
て
お
り
、
利
用
方
法
も
普
及
し
て
い
る
。

 
助

産
師

協
会

が
民

間
助

産
所

で
配

布
す

る
母

子
手
帳
の
印
刷
を
継
続
す
る
。

 
‑
 
助
産
師
協
会
は
、

B
id

an
 D

el
im

a（
優
秀
助
産
師
）
と
し
て
認
定
さ
れ
た

7,
00

0
人
の
民
間

助
産
師

 及
び
彼
ら
の
患
者
へ
の
配
布
分
に
つ
い
て
、
今
後
も
印
刷
・
販
売
す
る
と
の
こ
と
。

 
‑
 
同
協
会
で
は
年
間
平
均

1
万
冊
を
印
刷
し
、
会
員
に
販
売
し
て
い
る
。

(@
4,

70
0)

 こ
れ
は

継
続
さ
れ
る
。

 
70
％
の
県
が
母
子
手
帳
を
供
給
す
る
。

 
 地
方
自
治
体
が
全
妊
婦
の

40
％
を
カ
バ
ー
す

る
に
相
当
す
る
母
子
手
帳
を
印
刷
す
る
。

 

‑
 
ア
ド
ボ
カ
シ
ー
ツ
ー
ル
開
発
中
。

 
‑
 
今
後
、
コ
ン
セ
プ
ト
の
最
終
化
、
視
聴
覚
マ
テ
リ
ア
ル
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
な
ど
を
実
施
す
る

必
要
が
あ
る
。

 
‑
 
地
方
予
算
（
一
般
財
源
）
の
使
途
に
つ
い
て
は
、

M
O

H
が
強
制
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

今
後
、
意
思
決
定
者
な
ど
に
働
き
か
け
る
ア
ド
ボ
カ
シ
ー
を
強
化
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。

 
‑
 
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
参
加
者
に
よ
る
と
、
東
ジ
ャ
ワ
州
全
県
の
う
ち

50
％
、

N
TB

で
90
％
の

県
政
府
が
母
子
手
帳
を
県
予
算
か
ら
印
刷
し
て
い
る
。

 
‑
 
（
参
考
情
報
）

20
06

年
に

A
PB

D
で
母
子
手
帳
を
印
刷
し
た
と
の
デ
ー
タ
が
把
握
さ
れ
て

い
る
の
は
、

8
州
（
州
予
算
）
、

21
県
（
県
予
算
）
で
あ
っ
た
。

 
 ＜
指
標
の
情
報
源

＞
 

‑
 
情

報
源

の
ひ

と
つ

と
し

て
考

え
ら

れ
る

地
方

予
算

の
使

途
あ

る
い

は
支

出
実

績
に

つ
い

て

は
、
中
央
で
把
握
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
。

 
70

％
の

保
健

所
、

30
％

の
公

立
病

院
、

30
％

の
民
間
助
産
所
、
及
び

30
％
の
民
間
病
院
が

母
子
手
帳
の
配
布
に
携
わ
る
。

 

‑
 
保
健
所
に
つ
い
て
は
、
母
子
手
帳
を
配
布
す
る
仕
組
み
自
体
は
整
っ
て
い
る
。

 
‑
 
病
院
で
の
利
用
普
及
に
つ
い
て
は
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
総
局
が
病
院
で
働
く
助
産
師
を
ひ
と
つ

の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
と
し
て
活
動
を
し
て
い
る
。

 
‑
 
民
間
助
産
所
に
つ
い
て
は
、

IB
I
が

8
万

3,
00

0
人
の
助
産
師
協
会
会
員
の
う
ち
、

B
id

an
 

D
el

im
a
と
し

て
認
可
さ
れ
た

7,
00

0
人
（

8％
）
の
助
産
師
以
外
に
も
配
布
し
て
い
る
と
思

わ
れ
る
が
、
同
協
会
で
は
具
体
的
な
数
値
に
つ
い
て
は
把
握
し
て
い
な
い
模
様
。

 
‑
 
現
在
、
係
る
デ
ー
タ
は
保
健
省
で
は
収
集
さ
れ
て
い
な
い
。

 
➢
 

関
連
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
へ
の
取
り
込
み
は
進
ん
で
お
り
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
へ
の
導
入
に
つ
い
て
も
関
係
者
間
の
協
議
が
継
続

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
関
連
医
療
従
事
者
を
対
象
と
し
た
母
子
保
健
に
係
る
研
修
制
度
は
多
様
化
し
、
強
化
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

 
成
果

2 
関

連
医

療
従

事
者

を
対

象
と

し

た
母

子
保

健
に

係
る

研
修

制
度

が
強
化
さ
れ
る
か
。

 
80

％
助

産
師

ア
カ

デ
ミ

ー
、

看
護

師
ア

カ
デ

ミ
ー

、
栄

養
士

ア
カ

デ
ミ

ー
が

母
子

手
帳

に

つ
い
て
の
紹
介
を
受
け
る
。

 

‑
 
計
画
準
備
中

 
‑
 
助
産
師
教
育
課
程

(D
3)
に
導
入
す
べ
く
交
渉
中
。

 
‑
 
助
産
師
ア
カ

デ
ミ
ー
の
教
師
組
合
、
助
産
師
ア
カ
デ
ミ
ー
の
全
国
会
議
及
び
看
護
師
ア
カ
デ

ミ
ー
に
対
し
、
母
子
手
帳
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
紹
介
し
た
。
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評
価
設
問

 
評
価

項
目

 
大
項
目

 
小
項
目

 
判
断
材
料

 
進
捗
／
現
状

 

（
保

健
従

事
者

教
育

セ
ン

タ
ー

が
？

）
助

産

師
ア

カ
デ

ミ
ー

の
全

国
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
に

、

母
子
手
帳
に
関
す
る
教
科
を
追
加
す
る
。

 

‑
 
選
択
科
目
と
し
て
挿
入
し
、
数
年
後
の
改
訂
時
に
統
合
さ
せ
る
見
込
み
。

 
‑
 
科
目
を
追
加
す
る
た
め
に
は
、
教
師
な
ど
へ
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
の
費
用
や
人

材
も
必
要
と
な
る
た
め
、
そ
の
リ
ソ
ー
ス
に
つ
い
て
も
協
議
・
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

 
‑
 
一
方
、
看
護
サ
ー
ビ
ス
局
に
よ
る
と
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
善
に
係
る
会
議
は
年

1
回
、
定
期

的
に
関
係
者
を
集
め
て
実
施
し
て
お
り
、
そ
の
場
で
提
案
し
、
受
け
入
れ
ら
れ
れ
ば
導
入
は

難
し
い
こ
と
で
は
な
い
、
と
の
見
解
。

 
‑
 
医
学
部
評
議
会
で
、
一
般
に
教
育
課
程
の
た
め
の
母
子
手
帳
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ

い
て
紹
介
し
た
。

 
‑
 
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
へ
の
導
入
が
決
ま
っ
て
い
る

D
es

a 
Si

ag
a（

村
落
ア
ラ
ー
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

関
連
の
テ
キ
ス
ト
の
母
子
保
健
部
分
に
、
母
子
手
帳
の
か
な
り
の
部
分
が
引
用
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
部
分
の
出
典
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
同
テ
キ
ス
ト
の
参
考
文
献

と
し
て
明
記
さ
れ
て
い
る
。

 
助

産
師

ア
カ

デ
ミ

ー
の

中
央

機
関

（
国

レ
ベ

ル
）
に

8
人
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
・
ト

レ
ー
ナ
ー
が
育
成
さ
れ
配
置
さ
れ
る
。

 

‑
 

TO
T
モ
ジ
ュ
ー
ル
完
成

 
‑
 
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

15
人
、
ト

レ
ー
ナ
ー

9
人
、
ア
ド
バ
ン
ス
ド
・
ト
レ
ー
ナ
ー

4
人
が
誕

生
す
る
予
定

。
 

‑
 
最
終
段
階
で
あ
る
実
習
を
実
践
す
る
場
を
提
供
す
る
た
め
の
調
整
が
難
航
し
、
認
定
の
た
め

の
最
終
段
階

が
実
施
で
き
て
い
な
い
。

 
モ

デ
ル

州
内

の
す

べ
て

の
助

産
師

ア
カ

デ
ミ

ー
に

1
名
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
・
ト
レ

ー
ナ
ー
が
配
置
さ
れ
る
。

 

‑
 

 

（
公

的
・

民
間

保
健

医
療

施
設

が
）

保
健

医

療
従

事
者

に
対

す
る

研
修

に
お

い
て

母
子

手

帳
に
関
す
る
項
目
を
導
入
す
る
。

 

‑
 
今
後
、
質
問
票
調
査
な
ど
で
医
療
施
設
か
ら
情
報
を
収
集
す
る
こ
と
を
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
。

 

3
つ

の
主

要
関

連
職

能
団

体
が

標
準

手
順

に

母
子
手
帳
に
関
す
る
項
目
を
追
加
す
る
。

 
‑
 
助
産
師
協
会
は
既
に
導
入
し
て
い
る
。

 

D
es

a 
Si

ag
a、

A
PN

、
P4

K
、

PO
N

ED
、

PO
N

EK
、

M
TB

M
、

D
D

TK
、

M
TB

S
の
臨

床
部
分
及
び

K
IP

/K
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
母

子
手
帳
が
導
入
さ
れ
る
。

 

‑
 

D
es

a 
Si

ag
a、

基
本
医
療
ケ
ア
・
ク
リ
ニ
ッ
ク
サ
ー
ビ
ス
マ
ニ
ュ
ア
ル
、
医
師
及
び
歯
科
医

師
の

た
め

の
技

術
マ

ニ
ュ

ア
ル

、
産

婦
の

リ
フ

ァ
ラ

ル
の

た
め

の
助

産
ケ

ア
マ

ニ
ュ

ア
ル

 

に
記
載
さ
れ
た
。

 
‑
 
標

準
出
産

介
助

(A
PN

: 
産

婦
人
科
人

材
ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク
が

Pr
og

ra
m

 h
ol

de
r)
マ

ニ
ュ

ア
ル

33
ペ
ー
ジ
目

に
導
入
さ
れ
る
。

 
‑
 
救
急
産
科
ケ
ア
（

PO
N

ED
、

PO
N

EK
）
に
導
入
さ
れ
る
見
込
み
。

 
‑
 
包
括
的
小
児
疾
病
ケ
ア
（

M
TB

S＝
IM

C
I）

に
は
も
と
も
と
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
病
歴
リ

ス
ト
の
記
入
な
ど
を
強
化
す
る
方
向
で
調
整
中
。

 
‑
 

M
TB

S、
D

D
TK

に
は
母
子
手
帳
に
関
す
る
項
目
が
既
に
含
ま
れ
て
い
る
と
の
見
解
が
保
健

省
が
わ
に
あ
る
。

 
‑
 
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
お
い
て
導
入
を
め
ざ
す
こ
と
と
さ
れ
た
の
は
、

D
es

a 
Si

ag
a、

A
PN

、

P4
K
、

PO
N

ED
、

PO
N

EK
、

M
TB

S、
M

an
aj

em
en

 A
sf

ik
si

a、
B

B
LR

、
SI

D
D

TK
、

PP
G

D
O

N
、

K
IP

/K
。

 
助

産
師

協
会

及
び

看
護

師
協

会
の

中
央

機
関

に
お
い
て
、
各

8
名
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
・
ト
レ
ー
ナ
ー
が
育
成
さ
れ
配
置
さ
れ
る
。

‑
 
関
係
者
と
交
渉
中

 
‑
 
助
産
師
協
会
が
実
施
し
て
い
る

B
id

an
 D

el
im

a
に
係
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け
た
フ
ァ
シ

リ
テ
ー
タ
ー

を
活
用
す
る
方
向
で
、
同
協
会
と
今
後
も
協
議
を
継
続
す
る
。
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評
価
設
問

 
評
価

項
目

 
大
項
目

 
小
項
目

 
判
断
材
料

 
進
捗
／
現
状

 

モ
デ

ル
州

に
お

い
て

州
助

産
師

協
会

及
び

州

看
護
師
協
会
に
各

3
名
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
・
ト
レ
ー
ナ
ー
が
配
置
さ
れ
る
。

 

‑
 
西
ジ
ャ
ワ
州
で

4
名
育
成
中
（
助
産
師
協
会
と

JN
PK

）
。

 
‑
 
東
ジ
ャ
ワ
州

で
計
画
中
（
産
婦
人
科
医
協
会
と
看
護
協
会
）
。

 

全
国

の
保

健
従

事
者

（
医

師
、

助
産

師
、

看

護
師

？
）

の
50

％
（

公
務

員
60

％
、

民
間

40
％
）
が
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
る
。

‑
 

M
O

H
と
し
て
は
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
・
モ
ジ
ュ
ー
ル
を
母
子
手
帳
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
含
め

る
と
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
コ
ス
ト
が
上
が
り
、
地
方
政
府
が
受
入
れ
に
難
色
を
示
す
可
能
性
が

あ
る
た
め
、
財
政
、
人
材
的
に
余
裕
が
あ
る
場
合
の
オ
プ
シ
ョ
ン
と
す
る
こ
と
を
提
案
し
て

い
る
。

 
‑
 
（
参
考
情
報

）
回
答
が
得
ら
れ
た

13
1
県
に
お
い
て
は
、
医
師

40
0
名

、
助
産
師

4,
47

7
名

、

K
ad

er
5,

08
8
名
、
そ
の
他

24
名

が
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
済
み
で
あ
っ
た
。

 
全

国
の

公
的

機
関

の
60

％
、

民
間

機
関

の

40
％

が
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

を
実

施
す

る
。

 

‑
 
基
礎
医
療
サ

ー
ビ
ス
局
及
び
専
門
医
療
サ
ー
ビ
ス
局
で
は
、
今
後
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
で
係
る

デ
ー
タ
を
収

集
す
る
努
力
を
す
る
と
の
こ
と
。

 

➢
 

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
報
告
制
度
に
関
し
て
は
、
地
方
分
権
化
の
影
響
も
あ
り
中
央
だ
け
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
困
難
な
状
況
で
あ
る
。

省
内
に
お
け
る
関
係
者
間
の
調
整
を
更
に
強
化
し
、
議
論
を
重
ね
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

 
州

、
県

、
保

健
所

の
各

レ
ベ

ル
に

お
い

て
母

子
手

帳
活

動
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

ツ
ー

ル
が

開

発
さ

れ
、

マ
ネ

ー
ジ

メ
ン

ト
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン

に
記
載
さ
れ
る
。

 

‑
 
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ツ
ー
ル
開
発
中
。

 

保
健
省
の

8
課
が
自
身
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
関

連
し

た
母

子
手

帳
の

指
標

を
モ

ニ
タ

リ
ン

グ

シ
ス
テ
ム
に
統
合
す
る
。

 

‑
 
プ
ロ
グ
ラ
ム
ご
と
に
情
報
収
集
フ
ォ
ー
ム
が
用
意
さ
れ
て
お
り
、
現
場
レ
ベ
ル
で
は
同
じ
デ

ー
タ
を
い
く

つ
も
の
フ
ォ
ー
ム
に
記
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
提
出
率
が
低
い
。
し
か
し
な

が
ら
、

M
O

H
と

し
て
は
こ
れ
を
問
題
と
と
ら
え
て
い
る
が
、
対
応
が
追
い
つ
い
て
い
な
い

の
が
現
状
。
デ
ー
タ
・
情
報
セ
ン
タ
ー
で
は
問
題
視
し
て
い
る
が
、
具
体
的
な
対
策
は
講
じ

て
い
な
い
様
子
。

 
‑
 
母

親
局

に
つ

い
て

は
、

年
1

回
収

集
し

て
い

る
PW

S-
K

IA
 (

Pe
m

an
ta

ua
n 

W
ila

ya
h 

Se
te

m
pa

t-K
es

eh
at

an
 I

bu
 d

an
 A

na
k)

 に
母
子
手
帳
の
配
布
あ

る
い
は
所
持
に

関
す
る
項

目
を
導
入
す
る
こ
と
は
検
討
で
き
る
と
の
こ
と
。

 
‑
 
今
後
デ
ー
タ
情
報
セ
ン
タ
ー
、
子
ど
も
局
、
母
親
局
を
中
心
に
協
議
を
継
続
す
る
。

 

成
果

3 
母

子
手

帳
に

係
る

モ
ニ

タ
リ

ン

グ
・
報
告
に
係
る
制
度
が
強
化
さ

れ
る
か
。

 

配
布

率
、

持
参

率
、

記
入

率
を

収
集

す
る

シ

ス
テ

ム
が

保
健

省
の

報
告

シ
ス

テ
ム

に
統

合

さ
れ
る
。

 
 

‑
 
統
合
の
可
能
性
が
あ
る
報
告
制
度
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
た
。

 
‑
 
第

1
次
保
健
施

設
に
お
け
る
妊
婦
の
記
録
台
帳
（

K
oh

or
t I

bu
）
の
利
用
に
関
し
、

M
O

H
と

討
議
開
始
予
定
。

 
‑
 
基
礎
保
健
調
査

R
is

ke
sd

as
 (R

is
t K

es
eh

at
an

 D
as

ar
)の

子
ど
も
の
予
防
接
種
の
項
に
「
母
子

手
帳
を
持
っ

て
い
る
か
？
」
と
い
う
質
問
が
入
っ
て
い
る
。
同
調
査
は
今
後

3
年
に

1
度

の

割
合
で
実
施
さ
れ
る
予
定
。

 
‑
 
全
国
保
健
調
査
及
び

ID
H

S2
00

7
に
母
子
手
帳
に
関
す
る
質
問
が

2
項
目
に
つ
い
て
引
き
続

き
入
っ
て
は
い
る
が
、
前
回
調
査
同
様

K
M

S
の

所
持
と
混
同
さ
れ
た
質
問
項
目
と
な
っ
て

い
る

(国
際

基
準
の

テ
ン

プ
レ

ー
ト

を
応

用
し

た
た

め
だ

が
、

次
回

の
調

査
で

分
け

て
聞

く

こ
と
は
可
能

)。
 

‑
 

G
TZ

の
N

TB
、

N
TT

州
に
お
け
る
保
健
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
事
前
調
査
に
、
母
子
手
帳
に
関

す
る
指
標
が
盛
り
込
ま
れ
た
（
所
持
率
、
所
持
と
知
識
の
関
連
な
ど
）
。
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評
価
設
問

 
評
価

項
目

 
大
項
目

 
小
項
目

 
判
断
材
料

 
進
捗
／
現
状

 

50
％

の
州

が
配

布
率

に
係

る
デ

ー
タ

を
収

集
、
提
供
す
る
。

 
‑
 
母
親
局
の
年
次
報
告
書
に
含
ま
れ
る
可
能
性
が
出
て
き
た
。

 
‑
 
地
方
分
権
化
以
降
、
中
央
に
お
け
る
デ
ー
タ
収
集
が
困
難
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

 
‑
 
（
参
考
情
報
）

17
％
の
県
に
お
け
る
平
均
配
布
率
は

74
％
。
た
だ
し
、
第

1
回
検
診
受
診

者
全
員
に
配
布
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
デ
ー
タ
も
多
い
が
、
信
頼
性
に
つ
い
て
は
疑
問
が

残
る
。

 
➢
 

モ
デ
ル
の
形
成
は
お
お
む
ね
順
調
に
進
展
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
病
院
モ
デ
ル
に
関
し
て
は
中
央
レ
ベ
ル
で
の
関
係
部
局
間
の
更

な
る
調
整
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

 
実

施
可

能
か

つ
効

率
的

な
母

親
学

級
（

育
児

編
・
妊
婦
編
）
の
モ
デ
ル
が
開
発
さ
れ
る
。

‑
 
育
児
編
（
子
ど
も
の
健
康
）
 
西
ス
マ
ト
ラ
州
で
第

1
ド
ラ
フ

ト
が
完
成
し
た
。

 
‑
 
妊
婦
編
（
妊
娠
～
産
褥
期
）
 

N
TB

州
で
第

2
ド

ラ
フ
ト
が
完
成
し
た
。

 
‑
 
保
健
所
レ
ベ
ル
に

13
名
の
フ
ァ

シ
リ
テ
ー
タ
ー
が
誕
生
し
た
。

 
母

子
手

帳
を

利
用

し
た

、
実

施
可

能
か

つ
効

率
的

な
出

生
登

録
促

進
モ

デ
ル

が
開

発
さ

れ

る
。

 

‑
 
東
ジ
ャ
ワ
州
ル
マ
ジ
ャ
ン
県
で

M
O

U
締
結
（
内

務
局
、
衛
生
局
、
病
院
）
し
、
関
係
者
へ

の
周
知
を
経
て
ま
も
な
く
試
行
が
開
始
さ
れ
る
。

 
‑
 
中
央
レ
ベ
ル
で
コ
ン
セ
プ
ト
作
成
中
。

 
‑
 
内
務
省
と
は
コ
ン
タ
ク
ト
し
て
い
る
も
の
の
、
具
体
的
な
進
展
は
ま
だ
。

 
実

施
可

能
か

つ
効

率
的

な
、

保
健

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
母

子
手

帳
活

動
へ

の
参

画
モ

デ
ル

が

開
発
さ
れ
る
。

 

‑
 

M
O

H
と
西
ジ
ャ
ワ
州
が
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
・
ガ
イ
ド
 
第

1
ド
ラ
フ
ト
作
成
し
た

。
 

‑
 

U
N

IC
EF

が
開

発
し

た
グ

ル
ー

プ
教

育
セ

ッ
シ

ョ
ン

K
P-

K
IA

と
の

調
整

（
州

、
県

、

U
N

IC
EF

）
。

 
‑
 

D
es

a 
Si

ag
a
へ
の
導
入
に
つ
い
て
検
討
中
。

 

成
果

4 
母

子
手

帳
の

有
効

利
用

に
係

る

モ
デ
ル
が
形
成
さ
れ
る
か
。

 

病
院

に
お

い
て

実
現

可
能

か
つ

効
率

的
な

母

子
手
帳
活
用
モ
デ
ル
が
開
発
さ
れ
る
。

 
‑
 
中
央
の
基
本
方
針
は
明
確
に
な
っ
て
い
る
が
、
省
内
で
の
調
整
が
必
要
。

 
‑
 
具
体
的
な
活
動
計
画
を
作
成
中
（
中
央
、
州
、
県
）
。

 
‑
 
専
門
医
療
サ
ー
ビ
ス
局
と
し
て
は
、
開
発
さ
れ
た
モ
デ
ル
を
政
策
に
反
映
し
て
全
国
展
開
を

検
討
し
た
い
の
で
、
開
発
段
階
か
ら
も
っ
と
積
極
的
に
参
加
し
た
い
、
と
の
意
見
あ
り
。

 
➢
 

関
連
法
制
度
へ
の
取
り
込
み
は
お
お
む
ね
進
展
を
み
せ
て
い
る
。
た
だ
し
、
保
健
省
以
外
の
関
係
省
庁
の
法
制
度
及
び
意
思
決
定
シ
ス
テ

ム
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
確
認
し
た
う
え
で
働
き
か
け
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
効
果
に
係
る
調
査
・
評
価
に
つ
い
て

は
、
現
時
点
で
は
判
断
し
か
ね
る
。

 

成
果

5 
母

子
手

帳
の

母
子

保
健

改
善

へ

の
効
果
に
係
る
調
査
・
評
価
の
結

果
が
保
健
省
の
政
策
策
定
・
実
施

過
程
に
反
映
さ
れ
る
か
。

 
母

子
手

帳
の

母
子

保
健

へ
の

効
果

に
関

す
る

調
査
結
果
が
得
ら
れ
る
。

 
‑
 
事
前
調
査
が
終
了
し
、
報
告
書
作
成
中
。

 
‑
 
モ
デ
ル
活
動
ご
と
に
評
価
計
画
を
作
成
中
。
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評
価
設
問

 
評
価

項
目

 
大
項
目

 
小
項
目

 
判
断
材
料

 
進
捗
／
現
状

 

以
下

の
政

策
策

定
・

実
施

過
程

に
調

査
結

果

が
反
映
さ
れ
る
。

 
‑
 
貧
困
層

へ
の
母

子
手
帳

の
給
付

を
保
障
す

る
こ
と
が
制
令
化
さ
れ
る
。

 
‑
 
保
健
省

が
病
院

及
び
民

間
セ
ク

タ
ー
で
の

母
子
手

帳
の
利

用
促
進

に
係
る

保
健
省
通

達
／
大
臣
令
が
発
布
す
る
。

 
‑
 
各
職
能

団
体
が

病
院
及

び
民
間

セ
ク
タ
ー

で
の
母

子
手
帳

の
利
用

促
進
に

係
る
公
文

書
を
発
出
す
る
。

 
‑
 
内
務
省

が
出
生

登
録
促

進
の
ツ

ー
ル
と
し

て
母
子

手
帳
を

活
用
す

る
こ
と

を
公
的
に

通
達
す
る
。

 
‑
 

70
％

の
地

方
政

府
（

州
?県

?両
方

？
）

が

効
果
調

査
結
果

及
び
モ

デ
ル
活

動
評
価
結

果
を
記

載
し
た

ア
ド
ボ

カ
シ
ー

ツ
ー
ル
を

利
用
す
る
。

 
‑
 
「
最
低

サ
ー
ビ

ス
基
準

」
の
保

健
に
関
す

る
モ
ニ

タ
リ
ン

グ
指
標

の
情
報

源
と
し
て

母
子
手
帳
が
明
記
さ
れ
る
。

 
‑
 
モ
デ
ル

州
に
お

い
て
、

モ
デ
ル

活
動
を
支

援
す
る
た
め
の
条
例
が
発
布
さ
れ
る
。

 
‑
 
母
子
手
帳
が
改
訂
さ
れ
る
。

 

‑
 

A
SK

ES
K

IN
の

マ
ニ
ュ

ア
ル

な
ど
に
母

子
手

帳
関
連
項

目
を

支
給
基
準

や
モ

ニ
タ
リ
ン
グ

の
情
報
源
と
し
て
記
載
す
る
こ
と
は
可
能
。

 
‑
 
以
下
の
大
臣
令
に
記
載
さ
れ
た
。

 
民
間
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
助
産
師
の
標
準
的
サ
ー
ビ
ス
。

 
‑
 

M
O

H
民
間
ク

リ
ニ
ッ
ク
・
助
産
師
標
準
サ
ー
ビ
ス
指
針
に
記
載
さ
れ
た
。

 
‑
 

PO
G

I、
IB

Iに
つ
い
て
は
、
支
持
す
る
旨
の
文
書
発
出
済
み
。

 
‑
 
内
務
省
の
出
生
登
録
へ
の
取
り
込
み
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
局
の
み
な
ら
ず
医
療
サ
ー
ビ
ス

総
局
で
も
交
渉
中
と
の
こ
と
。

 
‑
 
ル

マ
ジ

ャ
ン

県
で

は
、

出
生

登
録

へ
の

活
用

モ
デ

ル
活

動
に

関
す

る
M

O
U

が
締

結
さ

れ

た
。

 
‑
 
「
最
低
サ
ー
ビ
ス
基
準
」
で
は
な
く
、

D
TP

S 
(D

is
tri

ct
 T

ea
m

 P
ro

bl
em

 S
ol

vi
ng

: 
地
方
政

府
の

た
め

の
計
画

・
実

施
・

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

評
価

ツ
ー

ル
)に

入
る

べ
き

も
の

で
あ

る
と

の

指
摘
あ
り
。
今
後
確
認
の
必
要
が
あ
る
。

 
‑
 
政
策
策
定
、
実
施
プ
ロ
セ
ス
に
反
映
さ
せ
る
た
め
に
は
、
母
子
手
帳
の
母
子
保
健
改
善
へ
の

効
果
に
つ
い
て
、
保
健
省
の
み
な
ら
ず
、
国
家
開
発
計
画
庁
な
ど
と
も
情
報
を
共
有
す
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

 
‑
 
現
時
点
で
子
ど
も
局
に
お
い
て
確
保
さ
れ
て
い
る
母
子
手
帳
改
訂
の
た
め
の
予
算
で
は
、
十

分
な
改
訂
作
業
が
行
え
な
い
の
で
は
な
い
か
と
懸
念
さ
れ
る
。

 
 

➢
 

研
修
の
企
画
、
準
備
、
実
施
体
制
に
つ
い
て
は
、
部
局
を
超
え
た
連
携
が
重
要
で
あ
り
、
今
後
、
効
率
性
の
向
上
及
び
適
材
適
所
を
考
慮

し
て
改
善
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

 
母

子
手

帳
を

使
用

し
た

母
子

保
健

改
善

の
経

験
が

適
切

に
集

約
さ

れ
、

第
三

国
研

修
及

び

国
内
研
修
に
反
映
さ
れ
る
。

 

‑
 
中
央
予
算
の
大
幅
削
減
の
た
め
、
全
国
会
議
の
開
催
見
通
し
が
不
透
明
に
な
っ
て
い
る
。

 
‑
 

TC
TP

/IC
TP

は
20

07
年

6
月
に

第
1
回
実
施
済

み
で
、
第

2
回

目
を
計
画
中
。

 
‑
 
各
教
材
の
英
語
版
を
開
発
中
。

 

成
果

6 
第

三
国

研
修

及
び

現
地

国
内

研

修
を
通
じ
て
、
保
健
省
と
地
方
政

府
の

母
子

手
帳

を
使

用
し

た
母

子
保

健
改

善
の

経
験

を
効

果
的

に
共
有
す
る
制
度
・
能
力
が
強
化

さ
れ
る
か
。

 
20

08
年
に
は
第
三
国
研
修
と
国
内
研
修
の
参

加
者

の
、

研
修

科
目

の
選

択
、

時
間

割
、

研

修
内

容
・

方
法

、
研

修
管

理
に

対
す

る
満

足

度
が
平
均

70
％
と
な
る
。

 

‑
 
第

1
回
目
の
国

際
及
び
国
内
研
修
で
は
、
合
計

88
％
が
研
修
に
つ
き
「
よ
か
っ
た
」「

大
変

よ
か
っ
た
」
と
回
答
し
た
。

 
‑
 
受

け
入

れ
た

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

側
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
に

と
っ

て
も

効
果

を
及

ぼ
し

た
と

考

え
ら
れ
る
。
一
方
、
省
内
関
係
者
間
で
準
備
、
運
営
へ
の
負
担
が
大
き
く
偏
っ
て
い
た
と
の

指
摘
も
あ
り
、
次
回
の
実
施
体
制
の
改
善
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

 
‑
 
全

国
会

議
に

関
す

る
大

臣
令

が
発

布
さ

れ
、

全
国

レ
ベ

ル
会

議
の

開
催

回
数

が
制

限
さ

れ

た
。
こ
の
た
め
、
母
子
手
帳
単
体
で
の
全
国
会
議
の
開
催
は
困
難
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

今
後
、
他
の
全
国
会
議
の
コ
ン
テ
ン
ツ
に
組
み
入
れ
る
な
ど
の
対
応
を
模
索
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
達

成
及

び
成

果
の

発
現

に

至
る

ま
で

の
外

部
要

因

➢
 

政
策
に
変
更
は
な
い
が
、
地
域
保
健
総
局
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
及
び
自
主
性
に
関
し
て
は
、
改
善

の
必
要
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。
ま
た
、
成
果
の
達
成
を
阻
害

す
る
に
は
至

ら
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
予
算
が
十
分
に
確
保
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
に
本
来
す
る
必
要
の
な
い
議
論
や
調
整
を
せ
ざ
る
を
得
ず
、
活
動
の
効
率
が
低

下
し
て
い
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。
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評
価
設
問

 
評
価

項
目

 
大
項
目

 
小
項
目

 
判
断
材
料

 
進
捗
／
現
状

 

保
健

省
が

母
子

手
帳

を
利

用
し

た
母

子
保

健
サ

ー
ビ

ス
の

向
上

に
係

る
政

策
を

維
持

し
て

い
る

か
。

 

 
‑
 

B
A

PP
EB

A
S
及

び
保
健
省
関
係
各
部
局
は
こ
の
方
針
に
変
わ
り
は
な
い
と
し
て
い
る
。

 

地
域

保
健

総
局

が
強

い
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

と
自

主
性

を
発

揮
し

て
い
る
か
。

 
地

域
保

険
総

局
が

モ
ニ

タ
リ

ン

グ
及

び
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
に

お
い

て
主
導
権
を
と
っ
て
い
る
か
。

 

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
を

発
揮

し
に

く
い

要
因

は

何
か
。

 
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
側

で
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

全
体

像
が
分
か
っ
て
い
る
人
は
誰
か
？

 
本

件
に

関
し

、
他

の
部

局
が

何
を

や
っ

て
い

る
か
把
握
し
て
い
る
か
。

 

‑
 

Fi
rs

t P
ro

je
ct

 M
an

ag
er

が
20

07
年

5
月
よ
り
空

席
。

Pr
oj

ec
t D

ire
ct

or
は

11
月
末

日
で
退

職
、
後
任
人
事
は
不
透
明
（

1
月
に
決
定
す
る
と
の
未
確
認
情
報
あ
り
）
。

 
‑
 

A
ct

in
g 

Fi
rs

t P
ro

je
ct

 M
an

ag
er

は
兼
務
の
た
め
多
忙
の
た
め
、
物
理
的
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

た
め
に
割
け

る
時
間
が
非
常
に
限
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
同
人
物
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

全
体
像
を
把

握
し
て
い
な
か
っ
た
模
様
。

 
‑
 

Se
co

nd
 P

ro
je

ct
 M

an
ag

er
及
び
そ
の
ス
タ
ッ
フ
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
経
緯
及
び
全
体
像

を
把
握
し
て
い
る
が
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
は
子
ど
も
局
に
譲
っ
て
い
る
。

 
‑
 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
全
体
を
把
握
し
て

M
O

H
関
係

者
を
取
り
ま
と
め
、
日
本
側
と
の
イ
ン
タ
ー

フ
ェ
ー
ス
と

な
る
べ
き
ポ
ジ
シ
ョ
ン
が
不
明
確
。

 
‑
 
地
域
保
健
総
局
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
主
体
と
な
っ
た
た
め
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
総
局
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
は
概
し
て
低
い
、
と
の
意
見
あ
り
。

 
‑
 
地
方
分
権
化
に
よ
り
、

M
O

H
で

は
州
保
健
局
の
動
き
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
の
が
困
難
に

な
っ
て
い
る
。

 
複

数
の

関
係

機
関

が
母

子
手

帳

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
導

入
し

つ
つ

あ
る
か
。

 

 
‑
 
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
活
動
の
中
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
お
り
、
外
部
条
件
か
ら
は
ず
す
方
向
で

提
案
。

 

地
方
分
権
化
に
係
る
政
策
、
方
針

は
維
持
さ
れ
て
い
る
か
。

 
20

08
年
よ
り
予
算
の
執
行
権
限
が
州
に
大
き

く
委
譲
さ
れ
る
と
聞
い
た
が
？

 
‑
 
中
央
→
州
→

県
に
分
配
さ
れ
る
予
算

D
EK

O
N
の
監
督
者
が
県
か
ら
州
に
移
る
。
中
央
の
権

限
が
弱
く
な
る
も
の
で
は
な
い
。

 
‑
 
し
か
し
な
が
ら

将
来
的
に
は
中

央
の
権
限
で
分

配
さ
れ
る

D
EK

O
N

の
割
合

を
減
少
さ
せ

て
い
く
方
針
で
あ
る
が
、
議
会
な
ど
の
政
治
的
な
意
図
が
働
き
、
困
難
で
あ
る
。
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評
価
設
問

 
評
価

項
目

 
大
項
目

 
小
項
目

 
判
断
材
料

 
進
捗
／
現
状

 

保
健

省
の

関
係

部
局

が
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

た
め

の
予

算
を

確
保

し
て
い
る
か
。

 

 
‑
 

20
07

年
に

70
％

カ
ッ
ト
さ
れ
た
の
は
、
旅
費
・
会
議
費
で
あ
り
、
事
業
計
画
及
び
予
算
計

画
を
見
直
し
、

11
月
末
～

12
月

上
旬
に

50
～

60
％
程
度
は
戻
っ
て
き
た
様
子
。

 
‑
 
上
記
は
、
政
府
財
政
難
に
よ
り
、
政
策
実
施
の
効
率
化
の
指
示
と
と
も
に
す
べ
て
の
省
庁
、

地
方
政
府
に
対
し
て
行
わ
れ
た
措
置
で
あ
っ
た
。

 
‑
 
「
母
子
手
帳
」
に
係
る
活
動
の
た
め
の
予
算
は
、
子
ど
も
局
の
み
が
確
保
で
き
る
。
こ
の
た

め
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
に
他
の
部
局
や
地
方
の
衛
生
局
を
巻
き
込
む
場
合
、
子
ど
も
局

に
十
分
な
予
算
が
確
保
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
困
難
な
場
合
も
あ
る
。

 
‑
 

20
07

年
度
に
関

し
て
は
、
子
ど

も
局
で
は
本
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

係
る
活
動
に
必

要
な
予
算

が
十
分
に
確
保
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

 
‑
 

R
/D

の
C

ou
nt

er
pa

rt 
bu

dg
et

に
関
し
、
日
本
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
共
通
認
識
が
得
ら
れ
て

い
な
い
た
め
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
な
ど
に
係
る
費
用
負
担
の
調
整
が
容
易

で
は
な
い
。

 
‑
 
子

ど
も

局
で

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

活
動

に
関

連
し

て
確

保
し

て
い

る
予

算
項

目
は

以
下

の

と
お
り
。
最
終
版
で
は
な
い
た
め
金
額
な
ど
詳
細
は
ほ
と
ん
ど
開
示
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
十

分
な
額
と
は
い
え
な
い
こ
と
が
懸
念
さ
れ
た
。

 
･
 T

C
TP

/ I
C

TP
支
援

 
･
 1

1
州
へ
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
（
他
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
環
と
し
て
、
母
子
手
帳
に
関
す
る

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
も
実
施
さ
れ
る
）
。

 
･
 本

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
モ
デ
ル
サ
イ
ト

5
州
訪
問

。
 

･
 母

子
手
帳
レ
ビ
ュ
ー
会
合
（

33
州
）
。

 
･
 R

eg
ul

ar
 M

ee
tin

g 
of

 W
or

ki
ng

 G
ro

up
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

の

達
成
を
阻
害
・
促
進
す
る

要
因
は
何
か
。

 

➢
 

カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
は
お
お
む
ね
意
欲
的
か
つ
協
力
的
で
あ
り
、
母
子
手
帳
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
対
す
る
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
は
高
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
部
に
、
業

務
過
多
に
起

因
す
る
と
思
わ
れ
る
意
欲
の
低
下
、
当
事
者
意
識
の
低
下
あ
る
い
は
欠
如
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
体
制
に
関
す
る
誤
解
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
懸
念
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
要

因
に
よ
っ
て
成
果
の
発
現
が
十
分
に
得
ら
れ
な
い
危
険
性
も
否
定
で
き
な
い
。
今
後
、
各
活
動
内
容
に
適
し
た
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
の
よ
り
積
極
的
な
巻
き
込
み
と
連
携
の
強

化
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
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評
価
設
問

 
評
価

項
目

 
大
項
目

 
小
項
目

 
判
断
材
料

 
進
捗
／
現
状

 

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

は
意

欲
的

か
つ
協
力
的
か
。

 
保

健
省

内
に

母
子

手
帳

改
善

へ
の

技
術

的
検

討
を

行
う

た
め

の
作

業
部

会
が

設
置

さ
れ

、

生
産
的
な
活
動
を
行
う
。

 

‑
 

Su
b-

w
or

ki
ng

 g
ro

up
に
つ
い
て
は
母
親
学
級
部
会

3
回
、
保
健
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
会

1
回

、

卒
前
教
育
部
会

1
回
、
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
開
発
部
会

1
回
を
開
催

し
た
。
病

院
で
の
利
用
部
会
は
、

20
08

年
早
々
に
開
催
予
定
。

 
‑
 

W
or

ki
ng

 G
ro

up
会
合
は
、
こ
れ
ま
で

2
回
開
催

さ
れ
た
が
、
重
要
な
メ
ン
バ
ー
の
出
席
が

得
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
実
質
的
な
話
し
合
い
は
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
、
と

の
意
見
が
あ
っ
た
。

 
‑
 
中
心
的
に
活
動
し
て
い
る
メ
ン
バ
ー
に
よ
る

C
or

e 
Te

am
 M

ee
tin

g 
は

3～
9
月
ま
で
に

5
回
実
施
さ
れ

、
そ
の
期
間
は
関
係
者
間
の
情
報
共
有
及
び
意
思
の
疎
通
は
比
較
的
円
滑
で
あ

っ
た
た
が
、
そ
の
後
開
催
さ
れ
て
い
な
い
。

 
‑
 
事
務
局
と
な
っ
て
い
る

5
歳
未

満
児
課
が
多
忙
を
極
め
て
お
り
、
時
期
に
よ
っ
て
は
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
・
チ
ー
ム
と
の
十
分
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
確
保
す
る
の
が
困
難
に
な
る
こ
と

も
あ
る
。

 
‑
 
同
課
の
担
当

者
か
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
一
方
的
に
な
り
が
ち
で
、
十
分
な
意
思
の

疎
通
が
得
ら

れ
に
く
い
こ
と
も
あ
る
。

 
‑
 
一
部
の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
に
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
後
回
し
に
し
て
い
る
、
あ
る
い
は
積

極
的
な
関
与
を
避
け
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
も
と
れ
る
よ
う
な
振
る
舞
い
が
み
ら
れ
た
。

 
‑
 
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

SC
あ
る
い

は
W

G
メ
ン
バ

ー
に
含
ま
れ
て
い
る
と
の
認
識
が
薄
い
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
関
係
者
も
い
た
。

 
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
の

能
力

は

向
上
し
て
い
る
か
。

 
 

‑
 
お
お
む
ね
向

上
し
て
い
る
と
い
え
る
が
、
他
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
の
掛
け
持
ち
な
ど
で
負
担

が
か
か
り
、
疲
弊
し
た
結
果
、
能
力
を
発
揮
し
な
く
な
っ
た
、
と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

 
‑
 
保
健
省
関
係
者
に
お
い
て
は
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
り
新
し
い
考
え
方
を
得
た
と
す
る

意
見
が
あ
っ
た
。

 
‑
 
一
方
、
技
術
的
に
は
既
に
保
健
省
で
整
っ
て
い
る
の
で
、
日
本
は
費
用
だ
け
支
援
す
れ
ば
よ

い
と
の
意
見
も
あ
っ
た
。

 
‑
 
保
健
省
内
に
お
い
て
、
母
子
手
帳
を
媒
介
し
て
複
数
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
間
の
技
術
的
な
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
向
上
し
た
と
の
見
解
あ
り
。

 
関
係
機
関
・
関
係
者
に
意
識
変
革

は
あ
っ
た
か
。

 
 

‑
 
母

子
手

帳
に

係
る

プ
ロ

グ
ラ

ム
は

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

の
も

の
で

あ
る

と
い

う
意

識
は

全
体

的

に
強
い
。

 
そ
の
他
の
阻
害
・
促
進
要
因
は
な

い
か
。

 
 

‑
 
関
連
職
能
団

体
や
保
健
医
療
関
係
の
教
育
者
な
ど
の
縦
の
連
携
（
中
央
～
草
の
根
）
が
強
固

さ
に
欠
け
、

中
央
だ
け
に

TO
T
や
情
報
な
ど
を
投
入
し
て
も
現
場
レ
ベ
ル
ま
で
浸
透
す
る

の
が
困
難
な
場
合
も
あ
る
。

 
➢
 

全
体
と
し

て
み

れ
ば
、
ア

ウ
ト

プ
ッ
ト
と

投
入

の
バ
ラ
ン

ス
は

適
切
で
あ

る
と

思
わ
れ
る

が
、

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト

・
チ
ー
ム

の
主

要
メ
ン
バ

ー
（

D
ire

ct
or
、

M
an

ag
er

s、
Se

cr
et

ar
ia

t）
の
繁
忙

期
に

お
い
て

は
、
本
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
係
る
調
整
、
活
動
が
後

回
し
に
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
日
本
・
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
の
投
入
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
を

得
る
た
め
に
日
本
側
に
よ
り
大
き
な
負
荷
が
か
か
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。

 
効 率 性 

得
ら

れ
た

ア
ウ

ト
プ

ッ

ト
に

比
し

て
投

入
の

量
・
時
期
は
適
切
で
あ
っ

た
か
。

 

➢
 

日
本
側
の
投
入
時
期
、
量
は
お
お
む
ね
適
切
で
あ
っ
た
と
判
断
さ
れ
る
が
、
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
の
貢
献
の
度
合
い
に
は
、
関
係
者
及
び
時
期
に
よ
っ
て
か
な
り
の
ば
ら
つ
き

が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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評
価
設
問

 
評
価

項
目

 
大
項
目

 
小
項
目

 
判
断
材
料

 
進
捗
／
現
状

 

日
本
人
専
門
家
の
人
数
、
分
野
、

派
遣
時
期
は
適
切
か
。

 
 

‑
 
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
が

多
数

の
部

局
に

わ
た

っ
て

い
る

う
え

、
そ

れ
以

外
の

関
係

者
も

多

い
。
さ
ら
に

、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
側
の
調
整
能
力
、
縦
横
の
連
携
が
強
固
さ
に
欠
け
る
た
め
、

日
本

人
専

門
家

及
び

ロ
ー

カ
ル

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
及

び
ロ

ー
カ

ル
ス

タ
ッ

フ
へ

の
負

担
が

大
き
い
。

 
‑
 
期
待
さ
れ
る

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
が
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、
ロ
ー
カ
ル
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
及
び

ロ
ー
カ
ル
ス

タ
ッ
フ
の
貢
献
度
を
考
慮
し
つ
つ
、
成
果
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
投
入
に

つ
い
て
再
考

す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

 
供
与
機
材
の
種
類
、
量
、
配
置
は

適
切
か
。

 
 

‑
 
お
お
む
ね
過

不
足
は
な
い
。

 

研
修
受
入
れ
人
数
、
分
野
、
内
容
、

期
間

、
時

期
は

適
切

で
あ

っ
た

か
。

 

 
‑
 
本
邦

C
/P

研
修

派
遣
人
数

 
ア
ド
ボ
カ
シ
ー
 
 
 
 
 
 
 

1
名

 
オ
リ
エ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
開
発

 2
名

 
母
親
学
級
開
発
 
 
 
 
 
 
 

8
名

 
‑
 
現
地
国
内
研
修
 
 
 
 
 
 
 

12
名

 
‑
 
第
三
国
研
修
 
 
 
 
 
 
 
 

12
名
受
入

 
（
パ
レ
ス
チ
ナ
、
ラ
オ
ス
、
バ
ン
グ
ラ
、
モ
ロ
ッ
コ
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
）

 
‑
 
第
三
国
研
修
に
関
す
る
関
係
者
の
評
価
は
お
お
む
ね
以
下
の
と
お
り
。

 
･
 
準
備
期
間
が
短
か
く
、
次
回
は

4
ヵ
月
前
ま
で
に
告
知
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

 
･
 
研
修
期
間
が
長
す
ぎ
た
。

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

活
動

は
カ

ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

の
能

力
向

上
に

貢
献
し
て
い
る
か
。

 

 
‑
 
部
局
に
よ
っ

て
差
が
あ
る
が
、
全
体
的
に
は
向
上
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

 
‑
 
た
だ
し
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
っ
て
向
上
し
た
と
の
意
識
は
全
体
的
に
薄
か
っ
た
。

 
‑
 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

能
力

が
向

上
し

た
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
が

休
職

や
移

動
に

よ
っ

て
プ

ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
に
貢
献
し
な
く
な
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

 
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
の
人
数
、
配

置
、
能
力
は
適
切
か
。

 
 

‑
 
人
に
よ
っ
て

、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
す
る
理
解
度
、
意
欲
、
能
力
に
差
が
あ
る
。

 
‑
 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
過
程
に
お
い
て
新
た
に
深
い
関
連
性
が
生
じ
た
組
織
・
部
局
の
担
当
者

の
巻
き
込
み
方
に
つ
い
て
、
再
考
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

 
‑
 
主
要
な
役
割
を
果
た
す
べ
き
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
の
異
動
・
休
職
に
対
し
、
適
切
な
補
充
が

な
さ
れ
て
い
な
い
。

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

予
算

規
模

は

適
切
か
。

 
 

‑
 
多
岐
に
わ
た

る
活
動
を
考
え
る
と
、
や
や
少
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

 

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

研
修

の
ユ

ニ
ッ
ト
コ
ス
ト
は
妥
当
か
。

 
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
研

修
へ

の
派

遣
人

数
、

期
間
等
に
過
不
足
は
な
い
。

 
‑
 
過
不
足
は
な

い
と
考
え
ら
れ
る
。

 

第
三

国
研

修
の

ユ
ニ

ッ
ト

コ
ス

ト
は
妥
当
か
。

 
第

三
国

研
修

の
参

加
者

数
、

開
催

に
係

る
費

用
に
過
不
足
は
な
い
。

 
‑
 
過
不
足
は
な

い
と
考
え
ら
れ
る
。

 

国
内

研
修

の
ユ

ニ
ッ

ト
コ

ス
ト

は
妥
当
か
。

 
国

内
研

修
の

参
加

者
数

、
開

催
に

係
る

費
用

に
過
不
足
は
な
い
。

 
‑
 
過
不
足
は
な

い
と
考
え
ら
れ
る
。
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評
価
設
問

 
評
価

項
目

 
大
項
目

 
小
項
目

 
判
断
材
料

 
進
捗
／
現
状

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
効

率

性
を
阻
害
・
促
進
す
る
要

因
は
何
か
。

 

 
 

‑
 
常
勤
の
ロ
ー
カ
ル
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
関
し
て
は
、
業
務
を
自
己
完
結
し
て
実
施
で
き
て
お

り
、
日
本
人
専
門
家
の
負
担
は
軽
減
さ
れ
て
い
る
。
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
か
ら
の
信
頼
も
あ

り
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
も
議
論
を
盛
り
立
て
、
支
援
す
る
様
子
が
み
ら
れ
た
。

 
‑
 
非
常
勤
の
ロ
ー
カ
ル
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
関
し
て
は
、
技
術
的
に
は
信
頼
で
き
、
業
務
の
質

も
高
い
。
し
か
し
、
複
数
の
仕
事
を
掛
け
持
ち
す
る
期
間
が
あ
る
な
ど
し
て
、
成
果
品
の
提

出
が
滞
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
元
保
健
省
職
員
で
あ
り
、
関
係
者
間
の
調
整
機
能
も
期
待
さ
れ

た
が
、
現
職
員
と
の
関
係
も
あ
り
、
常
勤
で
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
期
待
ど
お
り
と
い

う
わ
け
に
は
行
か
な
か
っ
た
。

 
‑
 
日
本
人
専
門
家
・
チ
ー
ム
と
一
部
の
主
要
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
と
の
協
働
関
係
が
強
固
さ
に

欠
け
、
十
分
な
議
論
の
機
会
が
得
ら
れ
に
く
い
状
況
に
あ
り
、
細
か
い
と
こ
ろ
で
作
業
の
進

捗
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
が
あ
る
。

 
‑
 
保
健
省
内
の
意
思
疎
通
が
円
滑
で
な
く
、
自
分
の
担
当
以
外
は
ほ
と
ん
ど
把
握
し
て
い
な
い

と
い
う
縦
割
り
・
横
割
り
の
傾
向
が
み
ら
れ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
側
に
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
関
係

者
を
取
り
ま
と
め
よ
う
と
い
う
意
識
が
感
じ
ら
れ
な
い
。
こ
の
た
め
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
チ

ー
ム
か
ら
各
関
係
者
に
コ
ン
タ
ク
ト
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
多
い
が
、
直
接
の
コ
ン

タ
ク
ト
を
阻

害
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
効
率
性
に
支
障
を
き
た
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
 

➢
 

現
時
点
で
は
、
上
位
目
標
の
達
成
見
通
し
は
明
確
で
は
な
い
。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
係
る
活
動
は
、
母
子
保
健
分
野
へ
の
支
援
の
ひ
と
つ
の
柱
と
し
て
他
ド
ナ
ー
な
ど
に
も
認
識
さ
れ
て
お
り
、
正
の
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
。

 
す

べ
て

の
保

健
医

療
施

設
で

母

子
手

帳
を

利
用

し
た

母
子

保
健

サ
ー
ビ
ス
が
可
能
に
な
る
か
。

 

20
15

年
ご
ろ
ま
で
に
可
能
に
な
る
見
通
し
が

あ
る
（
政
策
、
予
算
）
。

 
‑
 
関
連
法
制
度

は
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

 
‑
 
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
後
の
展
開
に
つ
い
て
考
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
発
言
が
あ
っ
た
。

 
上

位
目

標
は

達
成

さ
れ

る
見
込
み
が
あ
る
か
。

 

す
べ
て
の
妊
婦
と

5歳
未
満
児
が

健
康

記
録

を
所

持
で

き
る

よ
う

に
な
る
か
。

 

20
15

年
ご
ろ
ま
で
に
可
能
に
な
る
見
通
し
が

あ
る
（
政
策
、
予
算
）
。

 
‑
 
母
子
手
帳
は
保
健
省
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
定
着
し
て
い
る
が
、
外
部
要
因
に
左
右
さ
れ
る

要
素
も
大
き

い
と
考
え
ら
れ
る
。

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

は

上
位

目
標

の
達

成
に

貢

献
す

る
見

込
み

が
あ

る

か
。

 

母
子

手
帳

に
よ

る
母

子
保

健
サ

ー
ビ
ス
が
継
続
さ
れ
れ
ば
、
す
べ

て
の

保
健

医
療

施
設

で
母

子
手

帳
の
活
用
が
可
能
に
な
り
、
妊
婦

と
5歳

未
満
児
が
健
康
記
録

を
所

持
で
き
る
よ
う
に
な
る
か
。

 

 
‑
 
保
健
省
の
努
力
だ
け
で
は
困
難
で
あ
る
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

 

イ ン パ ク ト 

上
位

目
標

達
成

に
至

る

外
部

条
件

の
影

響
は

あ

る
か
。

 

保
健
省
、
地
方
政
府
、
そ
の
他
関

連
機

関
が

母
子

手
帳

の
活

用
に

係
る

予
算

を
継

続
的

に
確

保
す

る
か
。

 

 
‑
 
助
産
師
協
会
は
母
子
手
帳
の
有
用
性
を
十
分
に
認
識
し
て
お
り
、
そ
の
意
思
が
あ
る
。

 
‑
 
保
健
分
野
の
開
発
計
画
の
方
針
と
し
て
、
母
子
保
健
分
野
は
重
点
項
目
で
あ
り
、
引
き
続
き

予
算
が
確
保
さ
れ
る
、
と
思
わ
れ
る
。

 
‑
 
保
健
省
、

B
A

PP
EN

A
S
と
し
て

は
、
地
方
政
府
に
対
し
て
は
、
ア
ド
ボ
カ
シ
ー
の
強
化
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
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評
価
設
問

 
評
価

項
目

 
大
項
目

 
小
項
目

 
判
断
材
料

 
進
捗
／
現
状

 

予
期
し
な
か
っ
た
正
・
負

の
影
響
は
あ
る
か
。

 
 

 
‑
 

H
SP

 (U
SA

ID
)は

、
ア
ド
ボ
カ
シ
ー
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
ツ
ー
ル
の
実
習
用
サ
ン
プ
ル
と
し

て
母
子
手
帳
の
事
例
を
採
用
。
今
後
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
実
施
す
る

11
県
に
お
い

て
、
協
力

す
る
。

 
‑
 

U
N

IC
EF

の
投

入
と
重
複
し
て
い
る
地
域
が
あ
る
が
協
調
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
群
に
も
介
入
の
影
響
が
散
見
さ
れ
る
た
め
、
比
較
評
価
の
際
に
は
考
慮
す
る
必
要
が
あ

る
。

 
‑
 

G
TZ

は
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク

ト
の

事
前
調
査

に
母

子
手
帳
に

関
す

る
項
目
（

所
持

率
、
効
果
な

ど
）
を
導
入
。
ま
た

D
es

a 
Si

ag
a
に
お
け
る
母
親
学
級
で

JI
C

A
モ

デ
ル
を
採
用
し
、
西
ロ

ン
ボ
ク
で

TO
T
を
実
施
。
対
象
地
域
外
の
東
ロ
ン
ボ
ク
に
つ
い
て
、
共
同
で
実
施
す
る
可

能
性
に
つ
い
て
検
討
中
。

 
‑
 

EU
は
、

20
06

年
に
終
了
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

(P
us

ke
sm

as
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
・
レ
ベ
ル
へ
の
介

入
、

La
m

pu
ng

、
Pa

pu
a,

 南
ス
マ

ト
ラ

)で
母

子
手

帳
を

積
極

活
用

。
同

プ
ロ

グ
ラ

ム
終

了

後
も
、
引
き
続

き
対
象
地
域
及
び
近
隣
の
い
く
つ
か
の
自
治
体
に
お
い
て
、
モ
デ
ル
が
活
用

さ
れ
る
。

 
‑
 

U
N

FP
A

は
、
対

象
地
域
の
保
健
所
ス
タ
ッ
フ
を
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
母
親
学
級
に
係
る
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
に
参
加
さ
せ
た
い
と
希
望
。

 
‑
 
内
務
省
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
母
子
手
帳
が
導
入
さ

れ
、
助
産
師
協
会
が

25
万

6,
00

0
部
を
印
刷
し
て
配
布
し
た
（
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動

と
の
関
連
性
に
つ
い
て
は
、
今
後
確
認
の
必
要
が
あ
る
）
。

 
予
期
し
な
か
っ
た
正
・
負

の
影

響
を

も
た

ら
し

た

要
因
は
何
か
。

 

 
 

‑
 
母

子
手

帳
及

び
そ

の
有

用
性

が
広

く
ド

ナ
ー

及
び

保
健

分
野

の
関

係
者

に
認

知
さ

れ
て

い

る
。

 

➢
 

母
子
保
健
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
母
子
手
帳
は
定
着
し
つ
つ
あ
り
、
保
健
省
に
お
い
て
も
将
来
的
に
更
に
充
実
さ
せ
て
い
く
意
向
を
示
し
て
い
る
た
め
、
こ
の
点
に
お
い
て
は
持
続
し
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
今
後
は
、
利
用
者
の
視
点
か
ら
、
知
識
の
向
上
及
び
定
着
と
そ
れ
に
伴
う
行
動
変
容
に
関
す
る
問
題
意
識
が
提
示
さ
れ
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
後
は
独
自
に
展
開
し
て
い
く
可
能
性
は
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。

 
母

子
保

健
サ

ー
ビ

ス
の

恒
常

的

な
ツ

ー
ル

と
し

て
母

子
手

帳
が

定
着
す
る
。

 

母
子

手
帳

を
活

用
し

た
母

子
保

健
サ

ー
ビ

ス

が
恒
常
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
と
な
る
。

 
‑
 
地
域
保
健
分

野
、
特
に
母
子
保
健
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
い
て
は
、
既
に
、
恒
常
的
な
政
府
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
に

組
み
込
ま
れ
て
い
る
。

 
‑
 
母
子
手
帳
そ
の
も
の
に
対
す
る
保
健
省
の
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
は
極
め
て
高
い
と
思
わ
れ
る
。

 
‑
 
保
健
省
関
係
者
及
び
他
ド
ナ
ー
の
な
か
に
は
、
利
用
者
の
知
識
の
向
上
・
定
着
と
そ
れ
に
よ

る
行
動
変
容
に
対
す
る
関
心
を
示
す
声
が
あ
っ
た
。

 

上
位

目
標

及
び

プ
ロ

ジ

ェ
ク

ト
目

標
は

プ
ロ

ジ

ェ
ク

ト
終

了
後

も
持

続

す
る
か
。

 

子
供

の
権

利
な

ど
の

関
連

分
野

に
お

い
て

母
子

手
帳

を
活

用
す

る
シ
ス
テ
ム
が
定
着
す
る
。

 

母
子

手
帳

を
活

用
し

た
そ

の
他

の
行

政
サ

ー

ビ
ス
が
定
着
す
る
。

 
‑
 
子
ど
も
の
権
利
と
の
関
連
で
母
子
手
帳
を
導
入
し
よ
う
と
い
う
動
き
が
み
ら
れ
る
。

 

自 立 発 展 性 

効
果

の
持

続
性

を
阻

害
・
促
進
す
る
要
因
は
何

か
。

 

中
央
に
お
い
て
、
母
子
手
帳

に
よ

る
母

子
保

健
サ

ー
ビ

ス
の

実
施

に
係
る
政
策
、
予
算
、
人
材
は
継

続
的
に
確
保
さ
れ
る
か
。

 

 
‑
 
母
子
手
帳
は
通
常
の
母
子
保
健
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
組
み
込
ま
れ
て
お
り
、
政
策
の
一
部
と
し
て

必
要
な
リ
ソ
ー
ス
は
確
保
さ
れ
る
。
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評
価
設
問

 
評
価

項
目

 
大
項
目

 
小
項
目

 
判
断
材
料

 
進
捗
／
現
状

 

地
方
政
府
に
お
い
て
、
母
子
手
帳

に
よ

る
母

子
保

健
サ

ー
ビ

ス
の

実
施
に
係
る
政
策
、
予
算
、
人
材

は
継
続
的
に
確
保
さ
れ
る
か
。

 

 
‑
 
母
子
保
健
サ

ー
ビ
ス
に
係
る
予
算
の
多
く
は
、
中
央
か
ら
分
配
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
た
め
、

政
策
の
変
更

が
な
い
限
り
、
今
後
も
そ
の
分
配
は
変
わ
ら
な
い
。

 
‑
 
し
か
し
な
が
ら
、
今
後
地
方
政
府
の
予
算
分
配
県
が
拡
大
す
る
た
め
、
ア
ド
ボ
カ
シ
ー
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

 
研

修
及

び
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
な

ど

に
係
る
関
連
法
・
制
度
は
整
備
さ

れ
る
か
。

 

 
‑
 
い
く
つ
か
は

既
に
整
備
さ
れ
て
い
る
。

 
‑
 
未
整
備
の
部
分
に
関
し
て
も
、
お
お
む
ね
前
向
き
な
方
向
で
あ
る
。
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The Third Group Work Meeting for 
the Project for Ensuring MCH Services with the MCH Handbook, Phase II 

 
 

I. Date and Place 
Date : 10-11 December 2007 
Place : Hotel Acacia 
  Jl. Kramat Raya 73-81, Jakarta Pusat 
  Tel. 021-3903030 

 
II. Program 

 
Time Program Speaker Responsibility

Monday, 10 December 2007 
09.00-10.00 Registration  Secretariat 
10.00-10.15 Introduction for the 3rd working group 

meeting 
Dr. Erna Mulati, 
MSc-CMFM 

MC 

10.15-11.15 Situation analysis on MCH habdbook Project Team 
(Japanese Expert) 

MC 

11.15-12.45 Action plans for 2008 and 2009  
• Current issues 

• Dr. Erna Mulati, 
MSc-CMFM 

• Japanese Expert 

MC 

12.45-14.00 ISHOMA   
14.00-14.30 Introduction for group work 

 
Mission Team 
(M&E Consultant) 

MC 

14.30-16.00 Group work 
• Review of progress and achievement so far
• Identification of furhter actions to obtain 

outputs and indicators  
• Review of objectively verifiable indicators 

for outputs  

All Participants Mission Team 
(M&E 
Consultant) 

16.00-16.15 Coffee break  MC 
16.15-17.00 Group work (continuation)  All Participants 
17.00-19.30 Dinner break  
19.30-20.00 Group work (continuation)   

Mission Team 
(M&E 
Consultant) 

 
Tuesday, 11 December 2007 

08.00-10.00 Presentation of the results of group work  All Participants 
10.00-10.15 Coffee break  
10.15-11.30 Review of project purpose and objectively 

verifiable indicators  
 

Mission Team 
(M&E 
Consultant) 

11.30-13.00 • Conclusion 
• Closing remarks 

Mission Team 
JICA Indonesia 

MC 

 
 
 
 

４．ワークショップ開催概要（時間割表）及び参加者リスト（英文） 
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III. List of Participants 
 

 
No Name Division/Title 

1. Dr. Erna Mulati MSc. CMFM 
Sub-Directorate of Child Under Five and Pre-school Child 
Health, Directorate of Child Health 

2. Dr. Awy Muliadi 
Sub-Directorate of Child Under Five and Pre-school Child 
Health, Directorate of Child Health 

3. Dr. Nida Rochmawati 
Sub-Directorate of Child Under Five and Pre-school Child 
Health, Directorate of Child Health 

4. Dr. Taufik 
Sub-Directorate of Child Under Five and Pre-school Child 
Health, Directorate of Child Health 

5. Salma 
Sub-Directorate of Child Under Five and Pre-school Child 
Health, Directorate of Child Health 

6. Dr. Lukman HL 
Sub-Directorate of Pregnant Women’s Health, Directorate of 
Women’s Health 

7. Dr. Lukas CH 
Sub-Directorate of Delivery and Postpartum Health, Directorate 
of Women’s Health 

8. Eko Prihastono 
Sub-Directorate of Macro Nutrition, Directorate of Community 
Nutrition 

9. I.N. Ratri Ariani, SKM 
Sub-Directorate of Health Institution Community Based Health 
Activity, Directorte of Community Health 

10. Dr. Embry Netty, M.Kes 
Sub-Directorate of Basic Medical Care at Institutions, Directorate 
of Basic Medical Care, Directorate General of Medical Care 

11. Drg. Haslinda, M.Kes 
Sub-Directorate of Basic Medical Care at Institutions, Directorate 
of Basic Medical Care, Directorate General of Medical Care 

12. Drg. Yusi S. MKM Sub-Directorate of Specialistic Medical Care at Non Educational 
Hospital., Directorate of Specialistic Medical Care, Directorate 
General of Medical Care 

13. Sri Muljati, SKM, M.Kes 
Sub-Directorate of Basic Nursing care, Directorate of Nursing 
Care 

14. Supartha 
Sub-Directorate of Immunization, Directorate of Surveillance, 
Epidemiological, Immunization and Matra Health, Directorate 
General of Disease Control and Environmental Health 

15. Siti Romlah Sub Directorate of Nursing Midwifery 

16. Dyah Armi Riana 
Sub-Directorate of Acute Respiratory Infection, Directorate of 
Direct Communicable Diseases Control, Directorate General of 
Disease Control and Environmental Health 

17. Syafranelsar, SKM, MPPM 
Division of Membership, Center for Health Financing and 
Health Insurance 

18. Elis Mulyati, SST Center for Health Personnel Education 

19. Dora Handyka, SST Center for Health Personnel Education 

20. Dr. Sri Hastuti Center for Health Training & Education 

21. Intan Endang 
Partnership and Community Participation, Center for Health 
Promotion 
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No Name Division/Title 

22. Soewarta Kosen National Institute of Health Research and Development 

23. Nurbaiti International Cooperation, Bureau of Planning and Budgeting 

24. Hj. Sukmawati, SKM Provincial Health Office, West Sumatera 

25. Dr. Nenny R Provincial Health Office, West Java 

26. Endang Damayanti Provincial Health Office, East Java 

27. Novita Veranita, SKM Provincial Health Office, NTB 

28. Since Provincial Health Office, West Kalimantan 

29. Mr. Tateyama Jotaro Consultation Mission Team, JICA 

30. Ms. Keiko Nagai Consultation Mission Team, JICA 

31. Ms. Keiko Osaki Consultation Mission Team, JICA 

32. Mr. Hiroyuki Matsuda JICA Indonesia Office 

33. Mr. Kazuhiro Kakimoto Health Policy Advisor, JICA 

34. Ms. Ariestya Anggraeni JICA (Health Policy) 

35. Ms. Tomoko Hattori JICA Phase II Project  Team 

36. Mr. Kawakita Tsunehiro JICA Phase II Project  Team 

37. Ms. Akemi Toda JICA Phase II Project  Team 

38. Dr. Pancho Kaslam JICA Phase II Project  Team 

39. Ms. Dwi Orleanti JICA Phase II Project  Team 

40. Ms. Sumiati Widodo JICA Phase II Project  Team 

41. Mr. Ahmad Suryadi JICA Phase II Project  Team 

42. Ms. Ananda Nanriana JICA Phase II Project  Team 

43. Ms. Rikailiwati JICA Phase II Project  Team 
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案
件
名

:  
母
子
手
帳
に
よ
る
母
子
保
健
サ
ー
ビ
ス
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

 
協
力
期
間

: 
20

06
年

10
月

1
日

 ―
 2

 0
09

年
9
月

30
日

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
サ
イ
ト

: 
ジ
ャ
カ
ル
タ
（
そ
の
他
モ
デ
ル
州
：
 
西
ス
マ
ト
ラ
州
、
西
ジ
ャ
ワ
州
、
東
ジ
ャ
ワ
州
、
西
カ
リ
マ
ン
タ
ン
州
、
西
ヌ
サ
ト
ゥ
ン
ガ
ラ
州
）

 
対
象
グ
ル
ー
プ

: 
(1

) 
直
接
裨
益
グ
ル
ー
プ

: 保
健
省
、
関
連
職
能
団
体
、
モ
デ
ル
州
に
お
け
る
地
方
政
府
・
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
従
事
者
・
母
親
・

5
歳
未
満
児

 
 

(2
) 
間
接
裨
益
グ
ル
ー
プ

: イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
の
母
親
、

5
歳
未
満
児
、
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
従
事
者
、
地
方
政
府

  
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
概
要

 
指
標

 
入
手
手
段

 
外
部
要
因

 
【
上
位
目
標
】

 
1.

 
す
べ
て
の
保
健
関
係
施
設
で
母
子
手
帳
を
使
っ
た
母
子
保
健
サ

ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

 
 2.

 
す
べ
て
の
妊
婦
と

5
歳
未
満
児
の
母
親
が
健
康
記
録
を
も
つ
。

 
 

 1.
 

母
子
手
帳
に
よ
る
母
子
保
健
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
保
健
関
係
施
設

が
増
加
す
る
。

 
 2.

 
母
子
手
帳
（
の
配
布
率
）
が
、
妊
婦
及
び

5
歳
未
満
児
の

80
％
を
カ

バ
ー
す
る
。

 
 3.

 
関
連
す
る
指
標
〔
産
前
検
診
受
診
率

 (
K1

１
、
K4

２
)、

保
健
医
療
従

事
者
に
よ
る
出
産
の
割
合
、
完
全
母
乳
育
児
率
〕
が
改
善
す
る
。

 
 

 ・
 保
健
省
関
連
文
献

1  
     ・
 イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
口
動
態

保
健
調
査

 
 

複
数
の
関
係
機
関
が
予
算
の
裏
づ
け

を
も
っ
て
母
子
手
帳
を
活
用
し
続
け

る
。

 

【
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
】

 
母
子
手
帳
が
母
子
保
健
サ
ー
ビ
ス
統
合
の
手
段
と
し
て
機
能
す
る
と

と
も
に
、
母
子
手
帳
を
使
っ
た
母
子
保
健
サ
ー
ビ
ス
を
継
続
す
る
た
め

の
シ
ス
テ
ム
が
確
立
す
る
。

 
 

 1.
 保

健
省
、
そ
の
関
連
機
関
、
及
び
地
方
政
府
が
母
子
手
帳
の
継
続
的
な

供
給
の
た
め
の
予
算
、
配
布
シ
ス
テ
ム
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
を

確
立
し
、
運
営
す
る
。

 
2.

 保
健
省
が
母
子
手
帳
の
有
効
利
用
に
係
る
モ
デ
ル
を
政
策
に
反
映
す

る
。

 
3.

 関
連
す
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
及
び
報
告
が
保
健
省
に
お
い
て
系
統
的
に

取
り
ま
と
め
ら
れ
る
。

  
 

 ・
 保
健
省
関
連
文
献

 
・
 関
連
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
機
関

に
よ
る
資
料
、
文
献

 
・
 イ
ン
パ
ク
ト
調
査

 
・
 中
央
レ
ビ
ュ
ー
会
議

 
・
 イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
口
動
態

保
健
調
査

 
 

・
 保
健
省
が
母
子
手
帳
を
利
用
し
た
母

子
保
健
改
善
の
政
策
を
継
続
す
る
。

 
・
 複
数
の
関
係
機
関
に
対
し
て
地
域
保

健
総
局
が
十
分
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
発
揮
す
る
。

 
・
 複
数
の
関
係
機
関
が
関
係
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
な
か
に
母
子
手
帳
を
位
置
づ
け

る
。

 
・
 地
方
分
権
化
の
ト
レ
ン
ド
が
変
わ
ら

な
い
こ
と
。

 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

 
1 保
健
省
関
連
文
献
に
は
、
保
健
省
及
び
地
方
保
健
局
に
よ
り
発
出
さ
れ
た
各
種
資
料
、
報
告
書
、
文
書
等
を
含
む
。

６．PDM1（改訂前）（和文） 
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【
成
果
】

 
1.

 
住
民
の
母
子
手
帳
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
高
ま
る
。

 
       2.

 
関
連
医
療
従
事
者
を
対
象
と
し
た
母
子
保
健
に
係
る
研
修
制
度

が
強
化
さ
れ
る
。

  
   3.

 
母
子
手
帳
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
報
告
に
係
る
制
度
が
強
化
さ
れ

る
。

 
  4.

 
母
子
手
帳
の
有
効
利
用
に
係
る
モ
デ
ル
が
形
成
さ
れ
る
。

 
    5.

 
母
子
手
帳
の
母
子
保
健
改
善
へ
の
効
果
に
係
る
調
査
・
評
価
の
結

果
が
保
健
省
の
政
策
策
定
・
実
施
過
程
に
反
映
さ
れ
る
。

 
   6.

 
第
三
国
研
修
及
び
現
地
国
内
研
修
を
通
じ
て
、保

健
省
と
地
方
政

府
の
、母

子
手
帳
を
使
用
し
た
母
子
保
健
改
善
の
経
験
を
効
果
的

に
共
有
す
る
制
度
・
能
力
が
強
化
さ
れ
る
。

  
 

 1-
1.

 複
数
の
関
係
機
関
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
貧
困
者
向
け
健
康
保
険
、
民
間

セ
ク
タ
ー
、
保
健
省
及
び
地
方
政
府
な
ど
）
に
よ
っ
て
供
給
さ
れ
る

母
子
手
帳
の
数
が
増
加
す
る
。

 
1-

2.
 公

立
及
び
民
間
セ
ク
タ
ー
に
お
け
る
母
子
手
帳
の
配
布
率
が
向
上

す
る
。

 
1-

3.
 関

係
す
る
中
央
委
員
会
や
作
業
部
会
が
形
成
さ
れ
、
母
子
手
帳
の
改

善
の
た
め
に
運
営
さ
れ
る
。

 
 2-

1.
 母

子
手
帳
が
保
健
省
及
び
関
連
省
庁
、
関
連
機
関
な
ど
に
お
い
て
関

連
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
導
入
さ
れ
る
。

 
2-

2.
 保

健
医
療
従
事
者
に
対
し
て
母
子
手
帳
の
研
修
を
実
施
す
る
公
立
及

び
民
間
の
医
療
機
関
の
数
が
増
加
す
る
。

 
 3-

1.
 保

健
省
の
関
連
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

 (
母
親
コ
ホ
ー
ト
、
乳
児
コ
ホ
ー

ト
、

5
歳
未
満
児
及
び
就
学
前
児
童
コ
ホ
ー
ト
な
ど
な
ど

) 
に
母
子

手
帳
に
関
連
す
る
指
標
（
配
布
率
）
が
含
ま
れ
る
。

 
 4-

1.
 母

子
手
帳
活
用
の
た
め
の
補
助
的
活
動
に
係
る
モ
デ
ル
（
母
親
学
級

な
ど
）
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

 
4-

2.
 関

連
機
関
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
出
生
登
録
）
と
母
子
手
帳
を
関
連
づ
け

る
モ
デ
ル
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

  
 5-

1.
 母

子
手
帳
の
母
子
保
健
関
連
指
標
（
妊
産
婦
検
診
受
診
率
：

1
回
目
・

4
回
目
、
医
療
従
事
者
に
よ
る
出
産
介
助
の
割
合
）
に
対
す
る
イ
ン

パ
ク
ト
に
関
す
る
情
報
、
デ
ー
タ
が
収
集
さ
れ
る
。

  
5-

2.
 調

査
結
果
が
保
健
省
の
政
策
及
び
実
施
過
程
に
反
映
さ
れ
る
。

 
 6-

1.
 母

子
手
帳
に
よ
る
母
子
保
健
改
善
の
経
験
が
適
切
に
収
集
さ
れ
、
第

三
国
研
修
及
び
現
地
国
内
研
修
に
反
映
さ
れ
る
。

 
6-

2.
 第

三
国
研
修
及
び
現
地
国
内
研
修
が
効
果
的
か
つ
効
率
的
に
実
施

さ
れ
る
。

 

 ・
 保
健
省
関
連
文
献

 
・
 関
連
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
機
関

に
よ
る
資
料
、
文
献

 
     ・
 保
健
省
関
連
文
献

 
        ・
 保
健
省
関
連
文
献

 
・
 中
央
レ
ビ
ュ
ー
会
議

 
・
 プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
関
連
文
献

 ・
 イ
ン
パ
ク
ト
調
査

 
・
 保
健
省
関
連
文
献

 
    ・
 第
三
国
研
修
関
連
文
献

 
 

・
 保
健
省
が
母
子
手
帳
の
系
統
的
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
と
研
修
に
係
る
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
と
る
。

 
・
 保
健
省
内
の
複
数
関
係
部
局
の
カ
ウ

ン
タ
ー
パ
ー
ト
バ
ジ
ェ
ッ
ト
が
確
保

さ
れ
る
。
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【
活
動
】

 
 成
果
１
：

 
住
民
の
母
子
手
帳
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
高
ま
る
。

 
1 
母
子
保
健
関
係
者
に
そ
れ
ぞ
れ
の
業
務
で
母
子
手
帳
を
活
用
す
る
よ
う
に
、
保
健
省
の
各
担

当
部
局
を
通
じ
て
促
進
す
る
。

 
a 
貧
困
者
向
け
健
康
保
険
及
び
そ
の
他
貧
困
者
向
け
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
母
子
手
帳
が
活
用
さ

れ
る
よ
う
に
促
進
す
る
。

  
b 
関
連
職
能
団
体

 (
PO
G
I３
、
ID
AI

４
、
IB
I５
、
PP
NI

６
、
PE
RS
AG
I７

)が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

会
員
に
母
子
手
帳
の
活
用
を
推
進
す
る
よ
う
に
促
進
す
る
。

 
c 
内
務
省
が
出
生
登
録
に
母
子
手
帳
を
活
用
す
る
よ
う
に
促
進
す
る
。

 
d 
地
方
政
府
が
母
子
手
帳
を
供
給
す
る
よ
う
に
促
進
す
る
。

 
2 
保
健
施
設
へ
の
母
子
手
帳
の
配
布
を
増
加
さ
せ
る
。

 
a 
公
立
病
院
を
含
む
公
立
保
健
施
設
に
お
け
る
母
子
手
帳
の
配
布
を
促
進
す
る
。

 
b 
民
間
保
健
施
設
（
民
間
助
産
所
、
民
間
病
院
な
ど
）
に
お
け
る
母
子
手
帳
の
配
布
を
促
進

す
る
。

 
3 
母
子
手
帳
改
善
へ
の
技
術
的
検
討
を
行
う
た
め
に
保
健
省
内
の
作
業
部
会
を
形
成
・
運
営
す

る
。

 
 成
果
２
：

 
関
連
医
療
従
事
者
を
対
象
と
し
た
母
子
保
健
に
係
る
研
修
制
度
が
強
化
さ
れ
る
。

 
1 
助
産
師
向
け
の
母
子
手
帳
の
定
期
的
研
修
を
強
化
す
る
。

 
2 
関
係
す
る
医
療
従
事
者
養
成
課
程
へ
の
母
子
手
帳
に
係
る
紹
介
を
導
入
す
る
。

 
3 
保
健
省
の
関
係
部
局
及
び
他
の
関
係
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
関
連
す
る
医
療
従
事
者
へ
の
母
子
手

帳
に
係
る
研
修
を
す
る
こ
と
を
促
進
す
る
。

 
4 
民
間
セ
ク
タ
ー
（
助
産
師
協
会
）
が
母
子
手
帳
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
の
リ
ソ
ー
ス
と
な
る
こ

と
を
促
進
す
る
。

 
 成
果
３
：

 
母
子
手
帳
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
報
告
に
係
る
制
度
が
強
化
さ
れ
る
。

 
1 
関
連
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
母
子
手
帳
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
促
進
す
る
。

 
2 
母
子
保
健
に
係
る
全
国
報
告
制
度
に
母
子
手
帳
に
係
る
項
目
を
含
む
よ
う
に
促
進
す
る
。

 
 

【
投
入
】

 
 

日
本
側

 
 1.

 専
門
家

 
(1

) 
長
期
専
門
家
 

3
名

 
- 

チ
ー
フ
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

 
- 

母
子
保
健
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

 
- 

業
務
調
整

 
(2

) 
短
期
専
門
家

 
- 
年
間

2～
3
名

 
2.

 カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
研
修

 
- 
年
間

6
名
程
度

x2
週
間

x4
年
度

3.
 機

材
 

- 
研
修
、

IE
C
機
材
等

 
4.

 現
地
活
動
費

 
- 

日
常
経
費

 
- 

特
別
事
業
経
費

 
(研

修
・
セ
ミ
ナ
ー
開
催
経
費
、

母
子
手
帳
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
セ
ッ

ト
・
母
親
学
級
セ
ッ
ト
の
印

刷
・
配
布
費
な
ど

) 
  

  イ
ン
ド
ネ
シ
ア
側

 
 1.

 
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
配
置

 
2.

 
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
経
費

〔
JC

C、
作
業
部
会
、
中
央
レ

ビ
ュ
ー
会
議
等
、
旅
費
、
研
修

講
師
（
省
内
）〕

 
3.

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
所
素
ｐ

-
ペ
ー
ス
、
電
気
代

 
 

【
前
提
条
件
】

 
 子
ど
も
局
及
び
女
性
局
が
カ
ウ
ン
タ

ー
パ
ー
ト
予
算
を
確
保
す
る
。
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成
果
４
：

 
母
子
手
帳
の
有
効
利
用
に
係
る
モ
デ
ル
が
形
成
さ
れ
る
。

 
1 
子
ど
も
の
健
康
に
係
る
母
子
手
帳
の
モ
デ
ル
活
動
（
育
児
学
級
コ
ン
テ
ン
ツ
の
開
発
を
通
じ

て
母
親
学
級
が
母
子
手
帳
を
網
羅
す
る
よ
う
に
す
る
）
を
保
健
省
地
域
栄
養
局
及
び
子
ど
も

保
健
局
が
中
心
に
な
っ
て
形
成
す
る
。

 
2 
出
産
登
録
な
ど
他
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
母
子
手
帳
を
活
用
す
る
こ
と
を
促
進
す
る
モ
デ
ル
を

保
健
省
子
ど
も
保
健
局
が
中
心
と
な
っ
て
内
務
省
な
ど
と
連
携
し
つ
つ
形
成
す
る
。

 
3 
村
落
ア
ラ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
、助

産
師
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
研
修
、

Bi
rth

 P
re

pa
re

dn
es

sな
ど
と
母
親
学
級
な
ど
と
の
統
合
を
通
じ
て
、
妊
娠
期
及
び
産
褥
期

に
お
け
る
母
子
手
帳
の
活
用
モ
デ
ル
を
保
健
省
母
親
保
健
局
が
中
心
と
な
っ
て
形
成
す
る
。
 

4 
保
健
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

 (
ka

de
r) 

へ
の
母
子
手
帳
の
紹
介
を
保
健
省
保
健
増
進
促
進
セ
ン
タ

ー
が
中
心
と
な
っ
て
促
進
す
る
。

 
5 
病
院
及
び
私
立
診
療
所
に
お
け
る
母
子
手
帳
の
活
用
を
保
健
省
医
療
サ
ー
ビ
ス
総
局
が
中

心
と
な
っ
て
促
進
す
る
。

 
 成
果
５
：

 
母
子
手
帳
の
母
子
保
健
改
善
へ
の
効
果
に
係
る
調
査
・
評
価
の
結
果
が
保
健
省
の
政

策
策
定
・
実
施
過
程
に
反
映
さ
れ
る
。

 
1 
調
査
・
評
価
の
計
画
・
立
案
を
行
う
。

 
2 
母
子
手
帳
の
母
子
保
健
改
善
へ
の
効
果
に
係
る
イ
ン
パ
ク
ト
調
査
を
行
う
。

 
3 
モ
デ
ル
活
動
の
評
価
を
行
う
。

 
4 
調
査
・
評
価
結
果
を
全
国
年
次
報
告
会
議
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
。

. 
5 
実
証
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
基
づ
く
母
子
手
帳
の
改
訂
を
支
援
す
る
。

 
6 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
経
験
と
成
果
を
関
係
者
に
普
及
す
る
。

 
 成
果
６
：

 
第
三
国
研
修
及
び
現
地
国
内
研
修
を
通
じ
て
、
保
健
省
と
地
方
政
府
の
、
母
子
手
帳

を
使
用
し
た
母
子
保
健
改
善
の
経
験
を
効
果
的
に
共
有
す
る
制
度
・
能
力
が
強
化
さ

れ
る
。

 
1 
母
子
手
帳
に
係
る
中
央
レ
ビ
ュ
ー
会
議
を
開
催
す
る
。

 
2 
第
三
国
研
修
及
び
現
地
国
内
研
修
を
実
施
す
る
。
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ine

 d
an

 G
yn

ek
olo

gi 
In

do
ne

sia
 / I

nd
on

es
ian

 O
bs

te
tric

ian
 a

nd
 G

yn
ec

olo
gis

t A
ss

oc
iat

ion
 (イ

ン
ド
ネ
シ
ア
産
婦
人
科
医
協
会

) 
４
 ID

AI
:  

 
Ika

ta
n 

Do
kte

r A
na

k I
nd

on
es

ia 
/ In

do
ne

sia
n 

Pe
dia

tric
ian

 A
ss

oc
iat

ion
 (イ

ン
ド
ネ
シ
ア
小
児
科
医
協
会

) 
５
 IB

I: 
 

 
Ika

ta
n 

Bi
da

n 
In

do
ne

sia
 / I

nd
on

es
ian

 M
idw

ife
 A

ss
oc

iat
ion

 (イ
ン
ド
ネ
シ
ア
助
産
師
協
会

) 
６
 P

PN
I: 

 
Pe

rs
at

ua
n 

Pe
ra

wa
t N

as
ion

al 
In

do
ne

sia
 / I

nd
on

es
ian

 N
at

ion
al 

Nu
rs

e A
ss

oc
iat

ion
 (イ

ン
ド
ネ
シ
ア
看
護
師
協
会

) 
７
 P

ER
SA

G
I: 

 
Pe

rs
at

ua
n A

hli
 G

izi
 In

do
ne

sia
 / I

nd
on

es
ian

 N
ut

riti
on

 E
xp

er
t A

ss
oc

iat
ion

 (イ
ン
ド
ネ
シ
ア
栄
養
師
協
会

) 
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Pr

oj
ec

t D
es

ig
n 

M
at

rix
 (P

DM
) 2 

 
案
件
名

:  
母
子
手
帳
に
よ
る
母
子
保
健
サ
ー
ビ
ス
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

 
協
力
期
間

: 
20

06
年

10
月

1
日

 ―
 2

 0
09

年
9
月

30
日

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
サ
イ
ト

: 
ジ
ャ
カ
ル
タ
（
そ
の
他
モ
デ
ル
州
：
 
西
ス
マ
ト
ラ
州
、
西
ジ
ャ
ワ
州
、
東
ジ
ャ
ワ
州
、
西
カ
リ
マ
ン
タ
ン
州
、
西
ヌ
サ
ト
ゥ
ン
ガ
ラ
州
）

 
対
象
グ
ル
ー
プ

: 
(1

) 
直
接
裨
益
グ
ル
ー
プ

: 保
健
省
、
関
連
職
能
団
体
、
モ
デ
ル
州
に
お
け
る
地
方
政
府
・
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
従
事
者
・
母
親
・

5
歳
未
満
児

 
 

(2
) 
間
接
裨
益
グ
ル
ー
プ

: イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
の
母
親
、

5
歳
未
満
児
、
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
従
事
者
、
地
方
政
府

  
Ve

rs
io

n 
N

o.
: 2

 
D

at
e:

 2
00

9
年

1
月

21
日

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
概
要

 
指
標

 
入
手
手
段

 
外
部
要
因

 
【
上
位
目
標
】

 
1.

 
す
べ
て
の
保
健
関
係
施
設
で
母
子
手
帳
を
使
っ
た
母
子
保

健
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

 
 2.

 
す
べ
て
の
妊
婦
と

5
歳
未
満
児
の
母
親
が
健
康
記
録
を
も

つ
。

 
 

 1.
 

母
子
手
帳
に
よ
る
母
子
保
健
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
保
健
関
係
施
設
が

増
加
す
る
。

 
 2.

 
母
子
手
帳
（
の
配
布
率
）
が
、
妊
婦
及
び

5
歳
未
満
児
の

80
％
を
カ
バ

ー
す
る
。

 
 3.

 
関
連
す
る
指
標
〔
産
前
検
診
受
診
率

 (
K1

１
、
K4

２
)、

保
健
医
療
従
事

者
に
よ
る
出
産
の
割
合
、
完
全
母
乳
育
児
率
〕
が
改
善
す
る
。

 
 

 ・
 保
健
省
関
連
文
献

1  
     ・
 イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
口
動
態

保
健
調
査

 
 

複
数
の
関
係
機
関
が
予
算
の
裏
づ
け
を
も

っ
て
母
子
手
帳
を
活
用
し
続
け
る
。

 

【
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
】

 
母
子
手
帳
が
母
子
保
健
サ
ー
ビ
ス
統
合
の
手
段
と
し
て
機
能
す

る
と
と
も
に
、母

子
手
帳
を
使
っ
た
母
子
保
健
サ
ー
ビ
ス
を
継
続

す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
が
確
立
す
る
。

 
 

 1.
 2

00
9
年

9
月
ま
で
に
、
妊
婦
の

80
%
が
母
子
手
帳
を
利
用
し
た
出
産
前

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
。

 
2.

 保
健
省
が
母
子
手
帳
の
有
効
利
用
に
係
る
モ
デ
ル
を
政
策
に
反
映
す
る
。

 ・
 保
健
省
関
連
文
献

 
・
 関
連
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
機
関

に
よ
る
資
料
、
文
献

 
・
 中
央
レ
ビ
ュ
ー
会
議

  

・
 保
健
省
が
母
子
手
帳
を
利
用
し
た
母
子
保

健
改
善
の
政
策
を
継
続
す
る
。

 
・
 複
数
の
関
係
機
関
に
対
し
て
地
域
保
健
総

局
が
十
分
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す

る
。

 
・
 地
方
分
権
化
の
ト
レ
ン
ド
が
変
わ
ら
な

い
。

 
 

    
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

 
1 保

健
省
関
連
文
献
に
は
、
保
健
省
及
び
地
方
保
健
局
に
よ
り
発
出
さ
れ
た
各
種
資
料
、
報
告
書
、
文
書
等
を
含
む
。

 

７．PDM2（改訂後）（和文） 
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プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
概
要

 
指
標

 
入
手
手
段

 
外
部
要
因

 
【
成
果
】

 
 

 
 

1.
 

住
民
の
母
子
手
帳
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
高
ま
る
。

 
1-

1 
20

09
年

9
月
に
は
、
推
定
妊
婦
数
の

80
％
の
母
子
手
帳
が
中
央
及
び
地
方
政
府
、

関
係
職
能
集
団
な
ど
に
よ
っ
て
印
刷
さ
れ
る
。

 
1-

2 
病
院
及
び
民
間
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
お
け
る
母
子
手
帳
の
配
布
が
制
度
化
さ
れ
る
。

 
1-

3 
20

09
年
ま
で
に
、
一
般
交
付
金
（

AP
BD

）
に
よ
っ
て
母
子
手
帳
を
供
給
す
る
こ
と

を
担
保
す
る
地
方
政
府
が
増
加
す
る
。

 
1-

4 
母
子
手
帳
の
実
施
強
化
の
た
め
に
、
関
係
す
る
中
央
委
員
会
や
作
業
部
会
が
形
成
さ

れ
運
営
さ
れ
る
。

 

･ 
保
健
省
関
連
文
献

 
･ 

州
保
健
局
に
対
す
る
質
問
票

調
査

 
･ 

関
連
公
式
文
書
（
地
方
政
府
か

ら
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
・
レ
タ

ー
な
ど
）

 
 

2.
 

関
連
医
療
従
事
者
を
対
象
と
し
た
母
子
手
帳
に
係

る
研
修
制
度
が
強
化
さ
れ
る
。

  
2-

1 
20

09
年
ま
で
に
、
助
産
師
ア
カ
デ
ミ
ー
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
母
子
手
帳
関
連
の
科

目
が
導
入
さ
れ
る
よ
う
保
健
省
か
ら
国
民
教
育
省
に
対
し
要
請
す
る
こ
と
に
つ
い

て
同
意
を
取
り
つ
け
る
。

 
2-

2 
20

09
年
ま
で
に
、
保
健
省
の
関
連
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
村
落
ア
ラ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム

(D
es

a 
Si

ag
a)
、
正
常
出
産
モ
ジ
ュ
ー
ル
、

BP
C

R
３
、
基
礎
緊
急
産
科
・
新
生
児

ケ
ア
、
緊
急
産
科
・
新
生
児
ケ
ア
、
新
生
児
疾
患
包
括
的
対
策
、
新
生
児
仮
死
対
策

, 
低
出
生
体
重
対
策
、
子
ど
も
の
早
期
発
達
促
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
緊
急
産
科
・
新
生
児

ケ
ア
の
た
め
の
応
急
処
置
、
助
産
師
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

研
修
）
に
母
子
手
帳
関
連
項
目
が
導
入
さ
れ
る
。

 
2-

3 
20

09
年
ま
で
に
保
健
医
療
従
事
者
向
け
の
母
子
手
帳
関
連
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
・
パ
ッ
ケ
ー
ジ
が
利
用
可
能
に
な
る
。

 
 

・
 カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

 
 ・
 当
該
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
／
マ
ニ
ュ

ア
ル

 
  ・
 パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

及
び
マ
ニ
ュ
ア
ル

 
 

・
 保
健
省
（
地
域
保
健
総
局
）
が

母
子
手
帳
の
系
統
的
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
と
研
修
に
係
る
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
と
る
。

 
・
 保
健
省
内
の
複
数
関
係
部
局
の

カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
予
算
が
確

保
さ
れ
る
。

 
 

3.
 

母
子
手
帳
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
報
告
に
係
る
制
度
が

強
化
さ
れ
る
。

 
3-

1 
20

09
年

9
月
ま
で
に
、
母
子
手
帳
の
配
布
率
に
係
る
全
国
的
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が

開
始
さ
れ
る
。

 
・
 デ
ー
タ
収
集
フ
ォ
ー
ム

 
・
 収
集
さ
れ
た
デ
ー
タ

 
 

 

4.
 

母
子
手
帳
の
有
効
利
用
に
係
る
モ
デ
ル
が
形
成
さ

れ
る
。

 
4-

1 
子
ど
も
の
健
康
に
お
け
る
母
子
手
帳
の
活
用
モ
デ
ル
が

20
09

年
ま
で
に
使
用
で
き

る
よ
う
に
な
る
。

 
4-

2 
 関

連
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
出
生
登
録
な
ど
）
に
お
け
る
母
子
手
帳
の
活
用
モ
デ
ル
が

20
09

年
ま
で
に
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

 
4-

3 
妊
娠
中
及
び
産
褥
期
に
お
け
る
母
子
手
帳
の
活
用
モ
デ
ル
が

20
09

年
ま
で
に
使
用

で
き
る
よ
う
に
な
る
。

 
4-

4 
保
健
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
母
子
手
帳
を
紹
介
す
る
た
め
の
活
用
モ
デ
ル
が

20
09

年
ま

で
に
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

  
4-

5 
病
院
及
び
民
間
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
お
け
る
母
子
手
帳
の
活
用
モ
デ
ル
が

20
09

年
ま
で

に
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

  
 

・
 開
発
さ
れ
た
モ
デ
ル
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
及
び
マ
ニ
ュ
ア
ル

 
 

5.
 

母
子
手
帳
の
母
子
保
健
改
善
へ
の
効
果
に
係
る
調

査
・
評
価
の
結
果
が
保
健
省
の
政
策
策
定
・
実
施
過

程
に
反
映
さ
れ
る
。

 
 

5-
1 

母
子
手
帳
の
母
子
保
健
関
連
指
標
〔
妊
産
婦
検
診
受
診
率

(K
1、
K4

)、
医
療
従
事
者

に
よ
る
出
産
介
助
の
割
合
〕
に
対
す
る
イ
ン
パ
ク
ト
に
関
す
る
情
報
、
デ
ー
タ
が
収

集
さ
れ
る
。

  
5-

2 
20

08
年
末
ま
で
に
、
調
査
及
び
評
価
の
結
果
よ
り
得
ら
れ
た
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ

・
 調
査
報
告
書

 
  ・
 改
訂
版
母
子
手
帳
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プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
概
要

 
指
標

 
入
手
手
段

 
外
部
要
因

 
【
成
果
】

 
 

 
 

い
て
母
子
手
帳
が
改
訂
さ
れ
る
。

 
5-

3 
20

09
年
ま
で
に
調
査
及
び
評
価
の
結
果
に
基
づ
い
て
、
地
方
政
府
及
び
関
連
省
庁

向
け
の
ア
ド
ボ
カ
シ
ー
ツ
ー
ル
が
製
作
さ
れ
る
。

  
 

 ･ 
開
発
さ
れ
た
ア
ド
ボ
カ
シ
ー
ツ

ー
ル

 
 

6.
 

第
三
国
研
修
及
び
現
地
国
内
研
修
を
通
じ
て
、保

健

省
と
地
方
政
府
の
、母

子
手
帳
を
使
用
し
た
母
子
保

健
改
善
の
経
験
を
効
果
的
に
共
有
す
る
制
度
・
能
力

が
強
化
さ
れ
る
。

 

6-
1 

母
子
手
帳
に
よ
る
母
子
保
健
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
係
る
経
験
が
調
査
及
び
評
価
結

果
、
関
係
者
な
ど
か
ら
集
約
さ
れ
第
三
国
研
修
及
び
国
内
研
修
、
全
国
レ
ビ
ュ
ー
会

議
な
ど
の
資
料
に
反
映
さ
れ
る
。

 
6-

2 
第

2
回
目
の
第
三
国
研
修
及
び
国
内
研
修
に
お
い
て
、
参
加
者
の
満
足
度
が
平
均

80
％
と
な
る
。

 
6-

3 
20

09
年

9
月
ま
で
に
、
母
子
手
帳
に
係
る
中
央
レ
ビ
ュ
ー
会
議
が

2
回
開
催
さ
れ

る
。

 
 

・
 第
三
国
研
修
開
催
報
告
書

 
・
 国
内
研
修
開
催
報
告
書

 
   ・
 中
央
レ
ビ
ュ
ー
会
議
開
催
報
告

書
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 【
活
動
】

 
【
投
入
】

 
 

【
前
提
条
件
】

 
成
果
１
：

 
住
民
の
母
子
手
帳
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
高
ま
る
。

 
1 
母
子
保
健
関
係
者
に
そ
れ
ぞ
れ
の
業
務
で
母
子
手
帳
を
活
用
す
る
よ
う
に
、
保
健
省
の
各
担
当
部
局
を
通

じ
て
促
進
す
る
。

 
a 
貧
困
者
向
け
健
康
保
険
及
び
そ
の
他
貧
困
者
向
け
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
母
子
手
帳
が
活
用
さ
れ
る
よ
う
に

促
進
す
る
。

  
b 
関
連
職
能
団
体

 (
PO
G
I４
、
ID
AI

５
、
IB
I６
、
PP
NI

７
、
PE
RS
AG
I８

)が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会
員
に
母
子

手
帳
の
活
用
を
推
進
す
る
よ
う
に
促
進
す
る
。

 
c 
内
務
省
が
出
生
登
録
に
母
子
手
帳
を
活
用
す
る
よ
う
に
促
進
す
る
。

 
d 
地
方
政
府
が
母
子
手
帳
を
供
給
す
る
よ
う
に
促
進
す
る
。

 
2 
保
健
施
設
へ
の
母
子
手
帳
の
配
布
を
増
加
さ
せ
る
。

 
a 
公
立
病
院
を
含
む
公
立
保
健
施
設
に
お
け
る
母
子
手
帳
の
配
布
を
促
進
す
る
。

 
b 
民
間
保
健
施
設
（
民
間
助
産
所
、
民
間
病
院
な
ど
）
に
お
け
る
母
子
手
帳
の
配
布
を
促
進
す
る
。

 
3 
母
子
手
帳
改
善
へ
の
技
術
的
検
討
を
行
う
た
め
に
保
健
省
内
の
作
業
部
会
を
形
成
・
運
営
す
る
。

 
4 
地
方
政
府
に
お
け
る
母
子
手
帳
の
供
給
に
係
る
デ
ー
タ
を
収
集
す
る
。

 
 成
果
２
：

 
関
連
医
療
従
事
者
を
対
象
と
し
た
母
子
手
帳
に
係
る
研
修
制
度
が
強
化
さ
れ
る
。

  
1 
助
産
師
向
け
の
母
子
手
帳
の
定
期
的
研
修
を
強
化
す
る
。

 
2 
関
係
す
る
医
療
従
事
者
養
成
課
程
へ
の
母
子
手
帳
に
係
る
紹
介
を
導
入
す
る
。

 
3 
保
健
省
の
関
係
部
局
及
び
他
の
関
係
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
関
連
す
る
医
療
従
事
者
へ
の
母
子
手
帳
に
係
る
研

修
を
す
る
こ
と
を
促
進
す
る
。

 
4 
民
間
セ
ク
タ
ー
（
助
産
師
協
会
）
が
母
子
手
帳
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
の
リ
ソ
ー
ス
と
な
る
こ
と
を
促
進
す

る
。

 
 成
果
３
：

 
母
子
手
帳
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
報
告
に
係
る
制
度
が
強
化
さ
れ
る
。

 
1 
関
連
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
母
子
手
帳
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
促
進
す
る
。

 
2 
母
子
保
健
に
係
る
全
国
報
告
制
度
（
母
親
コ
ホ
ー
ト
、
乳
児
コ
ホ
ー
ト
、
5
歳
未
満
児
・
就
学
前
児
童
コ

ホ
ー
ト
な
ど
）
に
母
子
手
帳
に
係
る
項
目
を
含
む
よ
う
に
促
進
す
る
。

 
 

 
日
本
側

 
 1.

 専
門
家
 

3
名

 
(1

) 
長
期
専
門
家

 
- 

チ
ー
フ
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

 
- 

母
子
保
健
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

 
- 

業
務
調
整

 
(2

) 
短
期
専
門
家

 
年
間

2～
3
名

 
- 
調
査
デ
ザ
イ
ン

 
- 
保
健
教
育
教
材

 
- 
教
材
開
発

 
2.

 カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
研
修

 
年
間

12
名
程
度

 
3.

 機
材

 
- 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

 
- 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー

 
- 

印
刷
費

 
4.

 国
内
研
修

 
5.

 そ
の
他
関
連
経
費

 

 イ
ン
ド
ネ
シ
ア
側

 
 1.

 
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
配
置

 
2.

 
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
経
費
（
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
旅
費
、
国
内

研
修
、
等
）

 
3.

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
所

 
 

 子
ど

も
保

健
局

及
び

母

親
保

健
局

が
カ

ウ
ン

タ

ー
パ

ー
ト

予
算

を
確

保

す
る
。

 

成
果
４
：

 
母
子
手
帳
の
有
効
利
用
に
係
る
モ
デ
ル
が
形
成
さ
れ
る
。

 
1 
子
ど
も
の
健
康
に
係
る
母
子
手
帳
の
モ
デ
ル
活
動
（
育
児
学
級
コ
ン
テ
ン
ツ
の
開
発
を
通
じ
て
母
親
学
級

が
母
子
手
帳
を
網
羅
す
る
よ
う
に
す
る
）
を
形
成
す
る
。

 
2 
出
産
登
録
な
ど
他
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
母
子
手
帳
を
活
用
す
る
こ
と
を
促
進
す
る
モ
デ
ル
を
形
成
す
る
。

 
3 
村
落
ア
ラ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
助
産
師
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
研
修
、

BP
CR

な

ど
と
母
親
学
級
な
ど
と
の
統
合
を
通
じ
て
、
妊
娠
期
及
び
産
褥
期
に
お
け
る
母
子
手
帳
の
活
用
モ
デ
ル
を

形
成
す
る
。

  
4 
保
健
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

 (
ka

de
r) 

へ
の
母
子
手
帳
の
紹
介
を
促
進
す
る
。

 
5 
病
院
及
び
民
間
診
療
所
に
お
け
る
母
子
手
帳
の
活
用
を
促
進
す
る
。
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【
活
動
】

 
【
投
入
】

 
 

【
前
提
条
件
】

 
成
果
５
：

 
母
子
手
帳
の
母
子
保
健
改
善
へ
の
効
果
に
係
る
調
査
・
評
価
の
結
果
が
保
健
省
の
政
策
策
定
・
実

施
過
程
に
反
映
さ
れ
る
。

 
1 
調
査
・
評
価
の
計
画
・
立
案
を
行
う
。

 
2 
母
子
手
帳
の
母
子
保
健
改
善
へ
の
効
果
に
係
る
イ
ン
パ
ク
ト
調
査
を
行
う
。

 
3 
モ
デ
ル
活
動
の
評
価
を
行
う
。

 
4 
調
査
・
評
価
結
果
を
全
国
年
レ
ビ
ュ
ー
会
議
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
。

 
5 
実
証
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
基
づ
く
母
子
手
帳
の
改
訂
を
支
援
す
る
。

 
6 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
経
験
と
成
果
を
関
係
者
に
普
及
す
る
。

 
 成
果
６
：

 
第
三
国
研
修
及
び
現
地
国
内
研
修
を
通
じ
て
、
保
健
省
と
地
方
政
府
の
母
子
手
帳
を
使
用
し
た
母

子
保
健
改
善
の
経
験
を
効
果
的
に
共
有
す
る
制
度
・
能
力
が
強
化
さ
れ
る
。

 
1 
母
子
手
帳
に
係
る
中
央
レ
ビ
ュ
ー
会
議
を
開
催
す
る
。

 
2 
第
三
国
研
修
及
び
現
地
国
内
研
修
を
実
施
す
る
。
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